
CSR Report 
2021

Fujikura Kasei Group



1 FUJIKURA KASEI GROUP CSR REPORT 2021 2藤倉化成グループ CSRレポート 2021

経営理念

行動指針

私たちは、全ての仲間と手を取り合い、創出する喜びを分かち合います。
私たちは、失敗を恐れず、常にチャレンジャーであり続けます。
私たちは、お客様と誠実に向き合い、信頼される存在を目指します。
私たちは、こだわりと思いやりをもって、心地良さの実現を追求します。
私たちは、法とその精神を守り、安心・安全なものづくりを約束します。

ともに挑みともに繋ぐ
常にお客様目線で上 質な価 値を創出する
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編集方針（CSRレポート発行にあたって）
　本レポートは、藤倉化成グループが果たすべき社会的責任と社会課題の
解決のために行っている取り組みに関し、説明責任と情報開示を基本原則
として編集しています。
　また本レポートの発行は、ステークホルダーの皆様との対話を深め、
藤倉化成グループの価値を総合的に判断いただくことを目的としています。

対象範囲
当社および当社グループの事業活動を対象としています。

対象期間
主に2020年4月1日～2021年3月31日
※一部､継続的な取り組み､特記事項等については､対象期間外の活動を含んでいます。

参考ガイドライン
ISO26000（国際標準化機構）「社会的責任に関する手引き」
国連グローバル・コンパクト原則

Contents
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藤倉化成株式会社
代表取締役社長

TOP MESSAGE

変化する社会に対応する
サステナブル経営を目指します。

　当社には5つの事業分野がありますが、今までは各事業部が独
立した動きを行っていましたので参入している市場が限られてい
ました。新しい市場の創出は事業を成長させていく上で大きな要
素となりますので、昨年のCSRレポートのトップインタビューで述
べましたように社長直轄の「技術戦略推進室」を設置し、社内やグ
ループ会社のコラボレーション効果を狙い、事業部それぞれの保
有技術に横串を通し、今までにない製品を開発することを目指し
ています。今年の4月からは組織の人員を増強し、この動きを加速
していますが、この活動は担当者だけではなく、全社員との意識
の共有により早期の軌道化を図ります。
　一方、ターゲットとする分野や製品が描けていないとなかなか
前に進まないのも現実であります。そこで浮上したのが社会との
共有価値の創出に向けたSDGsをはじめとする社会課題の解決に
つながるテーマです。
　中でも、当社は化学を事業の根幹とした企業ですので、製品の
ライフサイクルを通じて環境に貢献する製品の創出が特に重要と
考えており、強い信念をもって開発に従事していきます。

　CSR活動への本格的な取り組み開始において、当社は当社事
業の特色から最重要課題を抽出し、到達すべき目標の設定を行い
ました。最重要課題に取り組むことで経営基盤の強化を図ってい
きます。
　先に申し上げましたように、従業員は当社にとって重要なステー
クホルダーです。従業員の協力なしに、当社の成長は見込めませ
ん。従業員が安全にかつ安心して業務に携わることができるよう
に、会社として様々な期待に応えていくことが従業員のモチベー
ションの維持・向上につながると考えています。このために働き方
改革や従業員の人権を尊重した有用な制度の導入・活用と労働災
害の発生防止に向けた安全施策の更なる強化を図ります。
　次に化学系企業として、環境負荷の低減と化学物質管理は操業
を続けていく上で重要な課題です。環境負荷の低減では、一足飛
びに現在使用のエネルギーをすべて再生可能エネルギーに切り
替えるなどのような大きな変化をもたらすことは難しいですが、
工場リニューアルや設備機器の購入時に環境負荷の低減を着実
に進めていきます。また、化学物質管理についてはSDGsの12番

目の項目である「つくる責任、つかう責任」を念頭に安全な設計開
発と確かな製品情報の展開に努めます。
　他に、最重要課題としてコンプライアンスとリスクマネジメント
を掲げています。共に事業の基盤として多くの企業でも課題とし
て取り上げられています。当社では、それぞれのマネジメントを遂
行する部門ですでに管理等を行ってきましたが、事業部体制と同
様、部門ごとに独立した動きとなっていましたので、体系化して連
携を強化するよう組織体制を見直しました。これに伴って不備や
不足の項目を抽出し、リスクコントロールを徹底して、社会からの
要求に確実に対応できるよう万全を尽くします。
　尚、これらの最重要課題に対する取り組みは、全てが連結で評
価されることへの意識改革を伴い、当社のみならずグループ会社
にも事業特性や地域特性を考慮しつつ展開していきます。

　企業がサステナブル経営を行うには、収益性、成長性以外に社
会性も高めていく※必要があります。この社会性こそCSR活動そ
のものであり、優れた活動を行うことで、ステークホルダーから当
社ブランドに対する共感や信頼が得られます。
　しかしながら、どのように優れたCSR活動を行っても「陰徳善事」
では社会に認めてもらうことはできませんし、逆に“きれいごと”だ
けを並べて報告しても、ステークホルダーから正確な評価をいた
だくことはできません。
　当社はこのCSRレポートを通して、当社および当社グループの
CSR活動における誠実かつ正確な情報開示を積極的に行い、社
会から信頼され続ける企業を目指します。
　またCSRレポートを当社から社会に対する一方的な情報開示
ツールに留めず、今後もより一層の紙面の充実を図り社内、社外
への有効活用を追求していきます。

　不備な点や不足している点が多々あるとは思いますが、着実に
歩んでまいりますので、今後とも、皆様にはより一層のご支援を賜
りたく、よろしくお願い申し上げます。

※慶應義塾大学 岡本大輔教授の著書より引用。

　新型コロナウイルスでお亡くなりになられた方々に哀悼の
意を、闘病中の皆様にお見舞いを申し上げるとともに、日々
この難題に立ち向かっておられる医療従事者をはじめ社会
基盤を支えておられる多くの皆様にお礼を申し上げます。
　社会がコロナ禍により厳しい状況が続く中で、当社もまた
昨年度はその影響を顕著に受ける形となりました。
　当社の業績に関しては、2020年度の上半期（4月～9月）
は売上高と利益面が計画を大きく下回り、特に利益面では損
失ポジションとなりました。下半期（10月～3月）は社会の回
復基調とともに当社の業績も反転し、その結果通期では年度
計画には到達できなかったものの、利益を確保することがで
きました。
　新型コロナウイルスに関しては、2021年に入り各国でワ
クチンの接種が始まり、世界がこの難題解決に向け動き出し
ましたが、依然としてコロナ禍の収束は見えておらず、予断
を許さない状況が続いています。
　このようにコロナ禍で不透明感の強い2021年度ですが、
第11次中期経営計画につながる結果の積み上げにこだわり
を持って、取り巻く内外の環境変化に対し、変化の質（大胆
さ、タイミング）を意識し行動していきます。

当社業績について

　当社は創業以来80年以上の歴史を積み重ねてきました
が、サステナブル経営を目指す上で、今の社会変革期はまさ
に正念場と言え、社会の変革を先取りした対応を行っていか
なければなりません。
　第1に、当社はB to B企業としてお客様からの要望に沿う
製品づくりが主体でしたが、今後は社会課題の解決に向けた
自社技術や製品の積極的な展開も図っていきます。
　第2に、従業員は企業活動の常に主役であり、従業員のモ

社会変革に対応した技術開発と経営姿勢

チベーションアップが重要な課題となります。“従業員を大切
に考える”姿勢は「当社らしさ」を示す特長でもありますので、
この特長をさらに深耕していきます。
　第3に、社会の変革に対応することも大切ですが、同時にこ
の変革に立ち向かう強い基盤の構築も大切であり、この基盤
こそが社会から信頼され続けることであると考えています。
　以下にそれぞれについてより詳しく述べさせていただきま
す。

社会課題の解決を新規事業創出の柱に

最重要課題の目標達成で強い基盤を

誠実かつ正確な情報開示で社会から
信頼され続ける企業へ
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1972年（昭和47年）板橋工場

1939年（昭和14年）板橋工場

フジクラカセイ
タイランド社
新工場（2017）

レッドスポット社

藤倉化成塗料（天津）
有限公司

藤倉化成（佛山）塗料
有限公司 フジクラカセイベトナム社

フジクラカセイインドネシア社

フジクラカセイマレーシア社

フジクラカセイコーティング・
インディア社 新工場（2018）

フジケムソネボーン社

上海藤倉化成塗料有限公司

1972年（昭和47年）佐野事業所

当社は、創業から現在まで80有余年、さまざまな材料の登場や産業・景気の移り変わりなど、
時代の波にもまれながらも、事業を継続・拡大してきました。
近年では「企業として社会上果たすべき責任」と「社会との共有価値の創造」の重要性を認識し
「本業を通じた社会貢献」を実践し、企業成長を目指すとともに、持続可能な社会の発展を支え続けます。

事業の創出と確立 技術基盤の強化 グループ会社の設立と事業拡大

1938年 ～ 1970年代 1970年代 ～ 1980年代 1980年代 ～ 現在

【創立】
「藤倉工業株式会社」（現「藤倉コンポジット
株式会社」）から分離独立し、航空機用風防
ガラスや航空機用塗料を主力製品とした
「藤倉化学工業株式会社」を設立

【塗料事業 ： 基盤構築】
「片岡塗料株式会社」を吸収合併し、一般
塗料の生産および販売の体制を強化

【電子材料事業 ： 基盤構築】
「日本電信電話公社（現NTT）通信研究
所」との共同開発による導電性ペースト
“ドータイト®”を発売

【社名変更】
「藤倉化成株式会社」と現在の社名に改称

【株式上場】
東京証券市場第2部に上場
→2001年3月に1部昇格

【生産体制強化】
栃木県佐野市に佐野事業所を開設
→1973年東京板橋工場から佐野事業所
への生産部門の全面移転完了

【コーティング事業 ： 
タイ生産拠点設立】
タイに工場新設
→2017年現在地に移転

【コーティング事業 ： グローバル強化】
米国｢レッドスポット社」を買収し、子会社化

【コーティング事業 ： 中国生産拠点拡大】
中国現地法人合弁新会社｢上海藤倉
化成塗料有限公司」を設立

【コーティング事業 ： グローバル強化】
英国｢ソネボーンアンドリーク社」を買収
し、｢フジケムソネボーン社」として子会
社化

【コーティング事業 ： インド進出】
インド現地法人｢フジクラカセイコー
ティング・インディア社」を設立
→工場は2018年に新設

【コーティング事業 ： ASEAN拡大】
インドネシア現地法人への出資比率を
引き上げ、｢フジクラカセイインドネシア
社」に社名変更

【コーティング事業 ： ASEAN拡大】
マレーシア現地法人｢フジクラカセイ
マレーシア社」を設立

【コーティング事業 ： ASEAN拡大】
ベトナム現地法人｢フジクラカセイベト
ナム社」を設立

【コーティング事業 ： 基盤構築】
米国「レッドスポット社」とプラスチック用
塗料、コーティング材の分野で技術提携

【塗料事業 ： 新規技術導入】
米国｢プラスタロイ社」と水系弾性塗料
の分野で技術提携
→塗膜の強靭性向上

【塗料事業 ： 新規技術導入】
英国｢ハーコ・コスミック社｣と水系多彩
模様塗料の分野で技術提携
→独特な塗膜意匠性

【化成品事業 ： 技術力強化】
米国｢ローム・アンド・ハース社」とトナー
バインダ―レジン分野で、合併会社米
国現地法人｢ポリトライボ・インコーポ
レイテッド」を設立
→製造方法の多様化

【コーティング事業 ： 新規技術導入】
米国｢レッドスポット社」とスエード調
塗料の分野で、独国｢ヴェルバーグ社」と
ソフトフィールペイントの分野で技術提携
→独特な塗膜触感
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藤倉化成グループの歩み

藤倉化成とは

第73期
（1984年3月期）
売上高（単体）

102億円

第89期
（2000年3月期）
売上高（連結）

243億円

第105期
（2016年3月期）
売上高（連結）

737億円

第110期
（2021年3月期）
売上高（連結）

495億円

【塗料事業 ： 国内拡大】
建築用塗料の販売会社｢フジケミカル
株式会社」を設立

【塗料事業 ： 国内拡大】
建築用塗料の東日本地区販売会社
｢フジケミ東京株式会社」を設立

【電子材料事業 ： 
当社初の海外拠点設立】
シンガポール駐在員事務所開設
→1996年にシンガポール現地法人
｢フジクラカセイ（シンガポール）」設立

→2011年閉鎖

【コーティング事業 ： ASEAN進出】
バンコク駐在員事務所開設
→2002年にタイ現地法人｢フジクラ
カセイタイランド社」設立

【コーティング事業 ： グローバル展開】
米国｢レッドスポット社」、英国｢ソネボー
ンアンドリーク社」とプラスチック用
コーティング分野において包括的3極
グローバルネットワーク事業提携

【電子材料事業 ： 中国進出】
上海駐在員事務所開設

【コーティング事業 ： 中国生産拠点設立】
中国現地法人｢藤倉化成塗料（天津）
有限公司」を設立

【コーティング事業 ： 中国生産拠点拡大】
中国現地法人｢藤倉化成（佛山）塗料
有限公司」を設立

第97期
（2008年3月期）
売上高（連結）

503億円
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藤倉化成『RoboChemia® GS Knee®』開発ストーリー

ERゲルの可能性を広げた共同研究

ER流体の変化

原点に、藤倉化成の「ポリマー粒子デザイン技術」 
　当社と東京電機大学工学部先端機械工学科三井研究室、千里
リハビリテーション病院、国際医療福祉大学大学院が共同開発し
た『RoboChemia® GS Knee®（ロボケミア・ジーエスニー）』は、
脳血管疾患による片麻痺患者のリハビリテーション向けに歩行練
習を支援する「電子制御膝ブレーキ」です。当社のEAM（Electro 
Attractive Material：電気的吸引材料)を用いたEAMブレーキ
デバイスの技術を使用しています。
　このEAMには、当社の固有技術であるポリマー粒子デザイン
技術により開発されたER粒子が応用されています。ER流体（電気
粘性流体）は、印加※1する電場で、粘弾性※2が変化する流体のこと

教授

で、簡単に言えば、電圧をかけていないときには液体で、電圧をか
けるとクリームのように固くなる特性を持っています。
　ER流体は、ER粒子と分散媒(液体)から成りますが、比重差があ
るため、時間が経過すると粒子が沈降し、特性が低下する問題が
ありました。
　当社は長年にわたりこのER流体の研究に取り組み、ゲル化剤に
よって作られたゲル骨格の中にER粒子やシリコーンオイルを閉じ
込めることにより、粒子が完全に沈降することなく、ER効果が持続
するERゲルの技術を確立しました。

ERゲル技術からEAMブレーキデバイス開発へ
　ERゲルの特性が活かせる応用技術の研究は、東京電機大学工
学部先端機械工学科の三井和幸教授とその研究室所属の学生た
ちとともに進められました。そこで開発されたのが｢EAMブレーキ
デバイス」です。EAMとは、シリコーンゴムの中に、ER粒子を分散

させた後に硬化させたシート状の機能性材料です。
　電圧を印加すると吸引力を発生し、EAMシートと電極の間に抵
抗力を発生させます。三井研究室で試作した「EAMブレーキ」は、
回転する電極でシートをはさむとブレーキトルクを発生させるこ
とができます。

※1 電気回路に電源や別の回路から電圧や信号を与えること
※2 固体的な弾性変形と液体的な粘性流動を合わせもつ特性

7 FUJIKURA KASEI GROUP CSR REPORT 2021 8藤倉化成グループ CSRレポート 2021

特
集
1

技術力で社会課題解決

無電界時
ER粒子 液体

電子制御膝ブレーキの構成 EAMブレーキデバイスの基本構造

電圧印加時

特集

1

RoboChemia® GS Knee®

開発が中断するなか、最後まで諦めずに製品開発を進める
　『RoboChemia® GS Knee®』開発の原点は、ER流体といわれる電圧をかけると粘度が変わる材料開発か
ら始まります。これは1993年から、東京電機大学の三井教授と共同で開発を進めてきました。当初は自動車の
部品への適用を考えていましたが、実用化には至りませんでした。なかでも、2000年～2007年頃は開発が中
断することもありましたが、そのような中でも私たちは三井教授の研究室に通い続けました。その後、千里リハ
ビリテーション病院の副院長でもある吉尾先生（理学療法士・医学博士）や、歩行分析の研究をされている国
際医療福祉大学大学院の山本教授から、歩行練習用の膝制御のブレーキに使えるのではないかという話が
持ち上がり、2012年から本格的に『RoboChemia® GS Knee®』の開発に取り掛かるようになります。 
　私たちは、材料開発、『RoboChemia® GS Knee®』の機構設計とシステム構築を行いました。試作段階では、
より強度の高い部品を使いつつも、バッテリーを含めたデバイスの軽量化が大きな課題でした。開発当初は重さ
も1kg近くありましたが、なんとか690gまで抑え、さらに耐久性もそなえ、ようやく量産にこぎ着けることができました。

大学の研究活動が企業との製品開発に役立つ産学連携
MESSAGE

　私は医療工学の分野でパワーアシストやAEDの基礎となるものを作っていました。東京電機大学の准教
授となり、研究室を持たせてもらうようになった1993年頃、ER流体というものを専門にしていた先生と出会い、
自分がやっていたことと組み合わせて応用できるのではと考えました。その方のおかげで、藤倉化成の安齊さ
んと繋がり、共同研究がスタートしました。 
　『RoboChemia® GS Knee®』の原点ともいえるER流体は、液状のためシールの機構が必要となり大型化
してしまうので、大学の学生を含めて試行錯誤を重ね、最終的にはシート状のものに改良しました。最初の試
作品ができてから2～3年経った頃には材料も安定してきたので、これで何かを作ろうと動き出します。最初は
腕につけるパワーアシストも検討したのですが、重りを持つほどのパワーが出せず、藤倉化成さんとともに改良
を重ね、部品や形状を変えたことで体重を支えられるほどのパワーが出せるようになりました。これまで企業が
直接研究室に入って製品開発をしてきたおかげで、学生にとっても社会勉強となり、教育面でも助かりました。
私たちは電気的吸引材料を、今後さまざまなものに応用できるようにと研究を進めています。

RoboChemia® GS Knee®
（白い装置）着用図

1）電圧をかけていないときは液体
2）電圧をかけるとクリームのような状態
3）電圧を切ると液体に戻る
4）電圧をかけると再びクリームのような状態になる

東京電機大学 先端機械工学科・三井研究室作成

リハビリテーション向け歩行練習デ バイスの開発

東京電機大学 工学部
先端機械工学科 
三井 和幸 教授

ERG研究開発部
安齊 秀伸

電極

電極

EAM

シャフト

V

コントロール装置ロータリーエンコーダ

ブレーキ駆動電源装置

EAMブレーキ

手元スイッチ GS Knee®ユニット

操作スイッチ

バッテリ
（操作スイッチの下）

回転方向 抵抗トルク

当社はさまざまな課題に対し、当社の固有技術や製品を用いて解決を図るべく取り組んでいます。このたび、脳卒中などで半身麻
痺となり歩行が困難となられた方の社会復帰を支援するため、当社固有技術を応用し、リハビリテーション向け歩行デバイス
『RoboChemia® GS Knee®』を開発・上市するに至りました。
なお、｢RoboChemia®｣は当社が開発した新技術を用いた製品群のブランドです。
本特集では、開発に至るまでの技術的な背景を、開発に携わった方々のお話も含めて紹介します。

貢献する
SDGsの目標



技術力で社会課題解決

リハビリテーション向け歩行練習デバイスの開発
藤倉化成『RoboChemia® GS Knee®』開発ストーリー

特集

1

電子制御膝ブレーキ完成、『RoboChemia® GS Knee®』

『RoboChemia® GS Knee®』の誕生
　厚生労働省の「患者調査の概況」（2017年）によると、日本人の
死因の上位にある脳梗塞・脳内出血・くも膜下出血のいわゆる「脳
血管疾患」の総患者数は約111万5千人。多くの場合、脳血管疾患
が回復しても右もしくは左半身が片麻痺になり、足や膝がうまく
動かせず、リハビリや歩行練習が必要となります。しかし、従来の
歩行練習として用いられる装具は膝関節を固定して使用するた
め、利用者の膝は常に伸びた状態となっています。この状態でリハ
ビリを行うことによって、患者は不自然な歩行を習得することに

なっていました。このようなことに対して、千里リハビリテーション
病院副院長の吉尾先生、国際医療福祉大学大学院の山本教授ら
から、体重がかかっていないときに膝が自由に曲がる装具の提案
がありました。
　当社および東京電機大学三井研究室は、EAMブレーキデバイ
スでこの提案を実現するため開発を行い、長下肢装具に取り付け
て使用できる電子制御膝ブレーキの開発を進め、片麻痺患者リハ
ビリ用支援装置『RoboChemia® GS Knee®』が誕生しました。

患者と医療スタッフの負担軽減に
　『RoboChemia® GS Knee®』は、開発したEAMブレーキデバ
イスを一般的な長下肢装具の膝継手に取り付けて使用します。理
学療法士（セラピスト）が手元のハンドスイッチで操作することに
より、膝の動きを制御することを可能にしました。患者の体重がか
かったときにブレーキをかけて体重を支えて転倒を防ぎ、体重が
かかっていないときは膝を自由に曲げることができます。
　『RoboChemia® GS Knee®』は、患者の不自然な姿勢や体重
移動によって生じる身体的負担を軽減し、自然な歩行練習を実現
させます。用途として、脳血管疾患による片麻痺患者のリハビリ
テーションはもちろん、事故や病気などで、膝に障害を持つ患者の
長下肢装具に取り付け、膝ブレーキとして使用することもできま
す。また、『RoboChemia® GS Knee®』を用いることで、患者のリ
ハビリ期間の短縮や病院スタッフの負担軽減、医療費負担の軽減
にもつながります。
　当社の技術を応用した『RoboChemia® Gs Knee®』は、SDGs
のゴール3「すべての人に健康と福祉を」に貢献し、さらにゴール8

「働きがいも 経済成長も」にも関わる、社会課題解決に直結する
製品であると自負します。
　今後も、社会課題の解決と事業成長につながる研究活動、製品
開発を続けてまいります。
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開発に携わった医療関係者の皆さまの声

MESSAGE

解剖学や生理学、装具療法の観点から長下肢装具の可能性を確信
　私は理学療法士として働いて48年（2021年5月当時）になります。臨床の傍ら、解剖学や生理学
を学び大学の研究員、医学博士の学位も取りました。それらの知識や経験から、脳血管疾患後の
歩行練習をするためには長下肢装具が重要であると考え、装具療法に長年力を入れてきました。
　しかし、これまでの長下肢装具は膝を曲げることはできず、膝折れしないように固定させている
ものばかりです。本来であれば、歩行というのは無意識に膝を曲げて足を前に出すもので、リハビリ
でもより自然な歩行ができるようにしたいと考えていました。その時に、理学療法士向けの講演会を
一緒に行っていた山本先生らと出会いました。私が思っていた膝を曲げて歩ける装具になる
『RoboChemia® GS Knee®』の原型となるものを見せてもらい、実際にデバイスの原理やスイッチ
の操作について体験させてもらったことが開発にさらに深く携わるきっかけとなりました。当院では
試作品を使わせてもらいながらデータを取り、今後も引き続き結果を評価していきます。私たち自身
も『RoboChemia® GS Knee®』とともに成長過程にあると思っています。

現場の理学療法士として、『RoboChemia® GS Knee®』の適応を見極めていく
　私は理学療法士として実際に『RoboChemia® GS Knee®』を使う立場で開発に携わりました。自
分のタイミングでブレーキをかけられる歩行練習デバイスというのは、最初に使ったときにはとても斬
新でした。考えてみたら、とても合理的です。患者さん一人ひとり歩き方の癖や回復の過程はそれぞ
れ違うので、その方の状態に合わせたタイミングでブレーキをかけられるのであれば、細かな調整が
しやすいと思いました。もちろん、操作には理学療法士としてのスキルも必要です。操作に気を取ら
れていると、他の介助がおろそかになるかもしれず、慣れるまでは少し難しいところかもしれません。
　試作段階では、『RoboChemia® GS Knee®』がどういう患者さんのどういう時期、症状に対して
働きかけられるか、適応を見極めることが重要でした。万能なものは存在しないと思いますから、誰
にでも同じ使い方をしていいわけではありません。それは、『RoboChemia® GS Knee®』を使うこと
自体が悪いのではなく、使い方の問題だと思うので、私たち理学療法士はデータを取って評価をし
て、先頭を切ってやっていくということを、これからも続けていかなくてはならないと思います。

患者さん一人ひとりの状態を知る、理学療法士の意思が直接反映されるモノづくり
　私は、長らく歩行分析について研究しています。そのなかで、短下肢装具（膝下から足底までを
覆う形状のもの）の開発にも携わってきました。理学療法士向けの講演会で吉尾先生と出会い、長
下肢装具を使ったリハビリの重要性や、装具そのものに課題があることを知りました。その後、私は
研究者として、歩行分析のアドバイスをしたり、論文発表をしたり、学術的な部分で今回の開発サ
ポートをすることになりました。私たちが必要としているのは、大掛かりな装置で自動制御をして足を
動かすものではなく、必要最低限のアシスト機能があり、自然な動きを妨げないものでした。
　特に現場視察では、理学療法士さんが患者さん一人ひとりの歩行の癖やその日の体調など、す
ごく細かなところまで見ている点に注目しました。そこで、理学療法士の意思が直接反映されるデバ
イスを思いつきます。ここは私が一番こだわった部分です。海外と比べても、日本の装具療法は進ん
でいると思います。今後も日本国内だけではなく、海外にも装具療法を広げていくお手伝いができた
らと思っています。

RoboChemia® GS Knee®

国際医療福祉大学大学院
福祉支援工学分野
山本 澄子 教授

千里リハビリテーション病院
セラピー部長
増田 知子 先生

千里リハビリテーション病院
副院長
吉尾 雅春 先生

手元のハンドスイッチで、
体重が膝にかかっていると
きは、ブレーキをONにし、
それ以外はブレーキを
OFFにして膝が屈曲でき
るようにした。

特
集
1

『RoboChemia® GS Knee®』を用いたリハビリテーションの様子

貢献する
SDGsの目標
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管理部人事総務課

　岡芹 明人1

環境安全部 
部長
　小松原 秀樹2

品質保証部化学品管理課 
課長
　百武 信忠3 　都築 未佳4 　瀬戸 貴代美5

女性社員代表

前年参加社員座談会

もっと社会課題に向き合うために
特集

2

1 2 3

4 5 6

7 8 9

CSR推進委員会は、2020年に当社CSR活動の「最重要課題」を設定し、目標の達成に向けて活動を進めてきました。
今回も「CSRレポート2020」と同じメンバーによる座談会を実施し、活動の進捗・成果を報告するとともに、今後の展開
などについて意見を交わしました。

CSR活動、2020年からの変化

―ここ1年、CSR活動に取り組んで皆さんの周りや
自分自身に何か変化は起きましたか？ 

岡芹　職場全体への影響はまだ小さく、普及・浸透という意味では
大きな課題が残っているという実感です。「うちの会社でもCSRを
やっているんだ」といった感覚が実態に近いのではないでしょうか。

冨樫　岡芹さん同様、管理部から社内を見ていると、委員とそれ
以外では意識に開きがありますし、社内にCSRが浸透していると
は言えません。今後はさらに広げていく必要がありますね。

佐々木　新聞を読んでいると、CSRやSDGs（持続可能な開発目
標）というキーワードが目に付くようになり、世の中の変化を感じ

た1年でした。私は営業ですから、こうした変化にはビジネスチャン
スがあると思っています。
　一方、これまで使い続けてきた材料も、安全や環境面から今後
使用できないものが出てくるかもしれない。実際、お客様側に選
別の動きがあります。このように、CSRを理解することで、事業の
継続性という視点を持つようになりました。

小林　私もCSRやSDGsの視点で見るようになりました。先日、図
書館に行ったらCSR報告書のコーナーがあることをはじめて知っ
たのですが、以前はそこにあることに気づきませんでした。同じよ
うに、従来ならコンプライアンスに関係ないと思っていたことが、
CSRやSDGsの視点で見るとつながっていることが分かるように
なりました。

小松原　CSRレポートの記事づくりのために関係者にヒアリング
をすると、取り組んだ活動が、CSRレポートに記載されることは名
誉と感じているなど、前向きな認識が伺い知れました。工場ではさ
まざまな改善活動をやってきて、つねに安全や環境にアプローチ
しています。CSRレポートは、社内外に自分たちの活動を周知いた
だく良い機会であり、必要なツールと思います。

百武　私が対応する化学物質管理は、CSRレポートの前身である
安全・環境報告書の時代から続けてきた活動なので、化学物質管
理の活動自体は社内に認識されていると思っています。SDGsを
意識すると、確かに先進的ですばらしい活動を展開している企業
もありますが、藤倉化成は化学会社らしく、化学製品に関わる部分

から活動を進めていければと思います。

最重要課題への取り組み

―CSR推進委員として、最重要課題の進捗状況を
お話しください。

岡芹　「労働」の分野では、ここ1年で特筆すべき成果はないので
すが、2021年度に新たに次世代育成支援と女性活躍推進の行動
計画を策定しました。特に女性活躍推進の行動計画では、「管理職
に占める女性の割合が低い」という課題に対し、「女性管理職の人
数を3人以上とする」という目標と、「男性社員の育児休業取得率
が低い」という課題に対しては「育児休業取得率および平均取得
期間の男女別の数値目標を設定」という目標を掲げ、それぞれ取
り組み内容と実施時期を定め、取り組んでいく予定にしています。

小松原　「安全・環境」に関して、目標設定した「労働災害ゼロの達
成」では、不休災害が1件発生したことで未達となりましたが、全体
的には少なく抑えられました。同じく「快適な職場環境の実現」も
安全衛生に関する法令順守の確認が取れているので、全体的には
順調だったと評価しています。
　環境分野は、CO2排出量削減や廃棄物削減で、目標を達成しま

したが、エネルギー消費原単位のみ未達でした。全体的にエコビ
ジョン目標値は概ね達成しています。

百武　「化学物質管理」は、項目を挙げて活動できたという点では
確実に進捗しています。昨今の新型コロナウイルスの問題もあり、
人が集合する講習会はやりにくくなりましたが、Web会議も使い慣
れてきたので、資料作りを工夫するなど、今後盛り返していきます。

冨樫　「コンプライアンス」は、当社の取り組みの薄い部分を強化
するために「情報セキュリティ」と「公正取引」の2つの分科会を起
ち上げました。それぞれ的を絞って重点的に取り組んでいます。

小林　「リスクマネジメント」は、KPI（重要業績評価指標）として
「経営に関わるリスクの抽出」を挙げています。関係者とやり取りを
している中では、以前より確実にリスクへの意識や理解が深まって
きました。今後の展開への土台ができあがってきた印象です。

――持続可能な開発目標「SDGs」と藤倉化成の業務
との関係についてはいかがですか？

都築　私たちの業務に共通して関係してくるのが「8.働きがいも
経済成長も」ではないでしょうか。若者や障害者、男性・女性すべて
に働きがいを感じる仕事をもてるようにとあります。男性よりも女
性、女性よりも男性が向いている仕事もあるとは思いますが、基
本的に公正公平な職場環境があって成り立つものだと思います。

岡芹　そのことに関連して言うと、「管理職に占める女性の割合が
低い」という課題に対し、女性社員向けの研修を計画しています。

自身の強みの再認識などを行い、管理職になるという選択肢を前
向きに捉えてもらえるようになっていただければと思います。ま
た、「男性社員の育児休業取得率が低い」という課題に対しては、
男性社員に対して育児休業について認識を深め、育児休業取得に
向けての環境を整えていく予定です。
　これらはSDGｓの「5.ジェンダー平等を実現しよう」と「8.働きが
いも経済成長も」につながるものと考えます。

佐々木　塗料事業部で言うと「11.住み続けられるまちづくりを」が
該当しますね。国内の新築住宅着工戸数が減少傾向にある中で、
リフォーム市場に注目しています。古くなったら建て直すのではな
く、大事に長く住むという意識が広まっており、我々も塗り替え需
要に対応しています。

小松原　労働安全は社内での活動がほとんどですが、環境分野
の基本は外にコミットする活動です。対応する項目や目標は世の
中の変化を取り入れ柔軟に対応しなければ、社会から取り残され
てしまうのではないかという危機感をもっています。

百武　「12.つくる責任つかう責任」は、そのまま化学物質管理に
当てはまります。化学物質管理は、製品に含まれる化学物質をい
かに管理し、混入してはいけないものを排除していくかが基本の
活動です。危険性のない化学物質はないという前提に立ち、危険
の度合いに応じた取扱方法を使用者にきちんと伝えることも、安
全につながる活動として重視しています。

小林　監査業務は、「17.パートナーシップで目標を達成しよう」に
該当します。監査対象が各部門や国内外のグループ会社と広く横
断しています。業務を通じて信頼関係を築き、サポートできればと
思っています。

冨樫　この17番の他に、「16.平和と公正をすべての人に」は、コン
プライアンス分科会の活動に直結します。これまで手薄だった
公正取引の分野に取り組むことで、経営の健全性を高めた“良い

会社”を目指します。

―海外グループ会社では女性も男性と一緒に
なって製造の現場で働いたり、女性の取締役もいま
す。女性の活躍の場を広げることについてどう思い
ますか？

瀬戸　藤倉化成には女性管理職が少ないということですが、論点
は2つあると思っていて、ひとつは管理職としてのスキル・知識が
自分自身にあるのかどうか、 足りないようであれば、それを引き
上げる教育や研修を充実すべきと思います。
　もうひとつは、受け手である女性社員が管理職を引き受ける際
に疑問や不安が生じることです。疑問や不安を解消できると、女性
社員も引き受けやすくなるのではないでしょうか。

都築　同世代の女性の友人と話しても、管理職をやるとなると、自
分で大丈夫かと不安が残るという話になります。女性管理職という
なら、そうした不安を払拭できる教育研修が必要かもしれません。

岡芹　女性社員のマインド醸成は人事側の課題だと捉えていま
す。出産・子育てをはじめとした女性特有の多様なライフイベント
があるため、必ずしも女性は管理職になりたいとは思っていない
場合もあります。一つひとつしっかり対応したいです。

2021年５月20日Web会議にて実施

CSR推進委員会委員 CSR推進委員会委員
CSR推進委員会事務局
CSR推進室 室長
　山本 晴一6

管理部人事総務課
課長
　冨樫 直也7

塗料事業部営業部
部長
　佐々木 功司8

監査室

　小林 義明9

司会

岡芹 明人

百武 信忠

特
集
2
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―CSR推進委員として、最重要課題の進捗状況を
お話しください。

岡芹　「労働」の分野では、ここ1年で特筆すべき成果はないので
すが、2021年度に新たに次世代育成支援と女性活躍推進の行動
計画を策定しました。特に女性活躍推進の行動計画では、「管理職
に占める女性の割合が低い」という課題に対し、「女性管理職の人
数を3人以上とする」という目標と、「男性社員の育児休業取得率
が低い」という課題に対しては「育児休業取得率および平均取得
期間の男女別の数値目標を設定」という目標を掲げ、それぞれ取
り組み内容と実施時期を定め、取り組んでいく予定にしています。

小松原　「安全・環境」に関して、目標設定した「労働災害ゼロの達
成」では、不休災害が1件発生したことで未達となりましたが、全体
的には少なく抑えられました。同じく「快適な職場環境の実現」も
安全衛生に関する法令順守の確認が取れているので、全体的には
順調だったと評価しています。
　環境分野は、CO2排出量削減や廃棄物削減で、目標を達成しま

したが、エネルギー消費原単位のみ未達でした。全体的にエコビ
ジョン目標値は概ね達成しています。

百武　「化学物質管理」は、項目を挙げて活動できたという点では
確実に進捗しています。昨今の新型コロナウイルスの問題もあり、
人が集合する講習会はやりにくくなりましたが、Web会議も使い慣
れてきたので、資料作りを工夫するなど、今後盛り返していきます。

冨樫　「コンプライアンス」は、当社の取り組みの薄い部分を強化
するために「情報セキュリティ」と「公正取引」の2つの分科会を起
ち上げました。それぞれ的を絞って重点的に取り組んでいます。

小林　「リスクマネジメント」は、KPI（重要業績評価指標）として
「経営に関わるリスクの抽出」を挙げています。関係者とやり取りを
している中では、以前より確実にリスクへの意識や理解が深まって
きました。今後の展開への土台ができあがってきた印象です。

――持続可能な開発目標「SDGs」と藤倉化成の業務
との関係についてはいかがですか？

都築　私たちの業務に共通して関係してくるのが「8.働きがいも
経済成長も」ではないでしょうか。若者や障害者、男性・女性すべて
に働きがいを感じる仕事をもてるようにとあります。男性よりも女
性、女性よりも男性が向いている仕事もあるとは思いますが、基
本的に公正公平な職場環境があって成り立つものだと思います。

岡芹　そのことに関連して言うと、「管理職に占める女性の割合が
低い」という課題に対し、女性社員向けの研修を計画しています。

CSRの社内浸透に向けて自身の強みの再認識などを行い、管理職になるという選択肢を前
向きに捉えてもらえるようになっていただければと思います。ま
た、「男性社員の育児休業取得率が低い」という課題に対しては、
男性社員に対して育児休業について認識を深め、育児休業取得に
向けての環境を整えていく予定です。
　これらはSDGｓの「5.ジェンダー平等を実現しよう」と「8.働きが
いも経済成長も」につながるものと考えます。

佐々木　塗料事業部で言うと「11.住み続けられるまちづくりを」が
該当しますね。国内の新築住宅着工戸数が減少傾向にある中で、
リフォーム市場に注目しています。古くなったら建て直すのではな
く、大事に長く住むという意識が広まっており、我々も塗り替え需
要に対応しています。

小松原　労働安全は社内での活動がほとんどですが、環境分野
の基本は外にコミットする活動です。対応する項目や目標は世の
中の変化を取り入れ柔軟に対応しなければ、社会から取り残され
てしまうのではないかという危機感をもっています。

百武　「12.つくる責任つかう責任」は、そのまま化学物質管理に
当てはまります。化学物質管理は、製品に含まれる化学物質をい
かに管理し、混入してはいけないものを排除していくかが基本の
活動です。危険性のない化学物質はないという前提に立ち、危険
の度合いに応じた取扱方法を使用者にきちんと伝えることも、安
全につながる活動として重視しています。

小林　監査業務は、「17.パートナーシップで目標を達成しよう」に
該当します。監査対象が各部門や国内外のグループ会社と広く横
断しています。業務を通じて信頼関係を築き、サポートできればと
思っています。

冨樫　この17番の他に、「16.平和と公正をすべての人に」は、コン
プライアンス分科会の活動に直結します。これまで手薄だった
公正取引の分野に取り組むことで、経営の健全性を高めた“良い

会社”を目指します。

―海外グループ会社では女性も男性と一緒に
なって製造の現場で働いたり、女性の取締役もいま
す。女性の活躍の場を広げることについてどう思い
ますか？

瀬戸　藤倉化成には女性管理職が少ないということですが、論点
は2つあると思っていて、ひとつは管理職としてのスキル・知識が
自分自身にあるのかどうか、 足りないようであれば、それを引き
上げる教育や研修を充実すべきと思います。
　もうひとつは、受け手である女性社員が管理職を引き受ける際
に疑問や不安が生じることです。疑問や不安を解消できると、女性
社員も引き受けやすくなるのではないでしょうか。

都築　同世代の女性の友人と話しても、管理職をやるとなると、自
分で大丈夫かと不安が残るという話になります。女性管理職という
なら、そうした不安を払拭できる教育研修が必要かもしれません。

岡芹　女性社員のマインド醸成は人事側の課題だと捉えていま
す。出産・子育てをはじめとした女性特有の多様なライフイベント
があるため、必ずしも女性は管理職になりたいとは思っていない
場合もあります。一つひとつしっかり対応したいです。

―藤倉化成グループの皆さんが、CSRを“自分ご
と”にするにはどうすればよいか、お聞かせください。

冨樫　CSRレポートを配っておしまいではなく、CSRの説明会や勉
強会を開催し、そのツールとして活用してはどうでしょう。CSRと業
務を関連させれば理解が深まるでしょうね。

都築　おっしゃるように、業務の中にCSRやSDGsとの関わりを入
れていかないと浸透しにくいかと思います。

百武　業務に限らず普段の生活そのものがSDGsに関わっている
ことを意外に皆さん気がついていないと思います。例えば、家庭
でのゴミの分別もSDGsにつながっています。

瀬戸　ゴミの分別は確かにそうですね。SDGsは意識せずにやれ
ること、意識しないとできないことがあります。自分の業務との関
わりを考えることは、“はじめの一歩”として大切ですね。

小林　委員になって最重要課題に関わると深く入り込まざるを得
ません。具体的な課題を持つことが良いのではないでしょうか。

岡芹　CSRを自分ごと化するためには、まずは繰り返し教育を行
うことが重要だと思います。それから、身近な社内報でCSRをもっ
とPRをしていく。さらには委員を積極的に交代させる。
　委員会に関わり、会議などに出席するとCSR・SDGsって何だろ
うと考えることになります。いろいろなやり方がありますね。

小松原　環境安全部が把握する限り、社内から出た声が「CSR推
進委員会って何をやっているんですか？」というもの。委員会の活
動を周知する機会はなかなかないので、もっと委員会の活動を透
明化することが必要かもしれません。それから、CSRの説明会を
やったほうがいいという声もありました。難しい資料で講義するの
ではなく、業務や仕事とCSRを紐付けて説明できれば分かりやす
いと思います。

佐々木　最後に言いたいことは、CSRは決して新しい考え方では
なく、昔からある「近江商人の三方良し」のことだということ。売り
手と買い手だけが良い思いをするのではなく、世間にとっても良
いことにならなければ商売は続くものではないと。世代は変わっ
てもこれは商売の基本です。
　藤倉化成は80年以上も続いてきました。つまり「三方良し」で
やってきたから生き残ってきた。だから、社員の皆さんがやってい
る仕事も、必ずこの考えにあてはまっているはずなのです。「なん
だ、藤倉化成も意外にSDGsに関わってやっているんだ」と気づい
てもらうのも、私たち委員の役割だと思います。

―本日は大変ありがとうございました。

瀬戸 貴代美

佐々木 功司

都築 未佳

小林 義明

冨樫 直也

小松原 秀樹

前年参加社員座談会
特
集
2もっと社会課題に向き合うために

特集
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CSR方針

藤倉化成行動基準

　当社は、CSR活動の会議体として「CSR推進委員会」を設置して
います。CSR推進委員会は、当社グループのCSRに関わる企画立
案・推進、実施体制の整備、教育など、CSRを推進するための全般的

な活動を行います。なお、CSR方針を含む当社グループのCSR推進
に関わる重要事項については、CSR推進委員会での協議を経て、取
締役会および常務会にて決議されます｡

CSRの推進体制

　当社はCSR活動を明確にするため、CSR方針と藤倉化成行動基
準を設定しています。CSR方針と藤倉化成行動基準は、当社のすべ
ての活動を行う上での基本的な考えとなります。

当社は、経営理念「ともに挑み ともに繋ぐ ～常にお客様目線で上質な価値を創出する～」の実現に向け、製品、技術など
事業活動のすべてにおいてステークホルダーから信頼され続けるよう全社一丸となってCSRに取り組んでいます。

当社のCSR

CSRマネジメント

私たちは、全ての仲間と手を取り合い、創出する喜びを分かち合います。

私たちは、失敗を恐れず、常にチャレンジャーであり続けます。

私たちは、お客様と誠実に向き合い、信頼される存在を目指します。

私たちは、こだわりと思いやりをもって、心地良さの実現を追求します。

私たちは、法とその精神を守り、安心・安全なものづくりを約束します。

常にお客様目線で上質な価値を創出する
ともに挑み ともに繋ぐ

人権、公正な取引、コミュニティ、社会貢献への取り組み

コンプライアンス、内部統制、
労働安全衛生、環境、品質、化学物質管理、
事業継続計画、情報セキュリティ　の各活動

事業活動

CSR方針
藤倉化成行動基準

経営理念
行動指針

経営理念

行動指針 

内部統制委員会

コンプライアンス委員会

品質保証推進会議

EMS推進会議

OHS推進会議

化学品管理推進会議

省エネ法対策委員会

輸出貿易管理委員会

CSR推進委員会

展開 サポート

事業部門代表委員
・コーティング
・塗料
・電子材料

・化成品
・メディカル

・企画
・人事総務
・監査室
・資材

・環境安全
・品質保証
・化学品管理

間接部門代表委員

代表取締役社長

委員長（所管役員）

事務局（CSR推進室）

審議・承認

上申・報告
取締役会 常務会

国内グループ会社自社　各部門／各事業所 海外グループ会社

所管役員

情報

1.
2.
3.
4.
5.

私たちは、ステークホルダーの皆様からの要求実現のため、 ｢藤倉化成行動基準｣の実践に取り組みます。
私たちは、社会が抱える課題解決のため、自社製品や自社の固有技術を駆使して取り組みます。
私たちのCSR活動は当社だけでなく、国内外の関連会社、ご協力いただくサプライチェーンの皆様とともに推進します。
私たちのCSR活動に関しては、CSR報告書やホームページなどで広く社会の皆様に公開します。
私たちのCSR方針は、日々 変化する社会情勢を鑑み、定期的にその適切性をレビューし、必要な見直しを実施します。

1.

2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.

12.
13.
14.
15.
16.

私たちは、サステナブル経営の実現に向け、各社の業態に応じた経営計画を達成することで、
企業価値を最大限に高めていきます。
私たちは、継続的に研究開発に努め、優れた製品・サービスを提供します。
私たちは、法令順守はもちろんのこと、事業を展開する国や地域の文化・習慣を尊重し、社会の良識に従って行動します。
私たちは、基本的人権並びに個性を大切にし、いかなる差別をも排除します。
私たちは、ハラスメントの無い職場を作ります。
私たちは、間接的にでも戦争や内戦に加担する行為や反社会勢力との関わりは行いません。
私たちは、ステークホルダーのそれぞれの声に配慮し、適正で透明なパートナーシップを構築します。
私たちは、労働安全衛生マネジメントシステムを構築し、安全・健康を優先して仕事に取り組みます。
私たちは、環境マネジメントシステムを構築し、事業プロセスによる環境負荷の低減と環境対応製品の創出による
環境貢献に努めます。
私たちは、品質マネジメントシステムを構築し、顧客満足度の向上を目指します。
私たちは、化学品管理マネジメントシステムを構築し、法令などに指定された管理を行うことで、
化学品による健康障害などの防止を図ります。
私たちは、事業継続計画を策定し、お客様への安定的な製品の提供に努めます。
藤倉化成グループに関する情報は、適時適切な方法により公開します。
私たちは、厳重で適切な情報セキュリティ管理により、管理すべき情報の漏えいを防ぎます。
私たちは、会社の財産（知的財産を含む）を適切に管理・運用するとともに、他社の財産侵害は一切行いません。
私たちは、地域との対話と活動を通して、地域社会に貢献します。

　私たちは、1938年に化学品を設計・製造・販売する企業
として社会の一員に加わり、多くのステークホルダーの皆
様からご支援を賜り、今やグローバル企業の仲間入りがで
きるまでに成長しました。
　今後もステークホルダーの皆様との健全な関係を維持
しながら、経営理念である「ともに挑み ともに繋ぐ ～常に

お客様目線で上質な価値を創出する～」の実現のため、社
会や地球と調和し、社会の持続可能な発展に、私たちの事
業活動を通じて貢献していきたいと考えています。
　私たちは、社会的責任を果たし、ステークホルダーの皆
様からの信頼を高め、社会から必要とされる企業であり続
けるため、CSR活動に取り組んでいきます。

CSRへの取り組み

事業活動を通じて社会課題の解決を目指します。
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■公正取引
■グリーン調達

■安全・安心な製品 ■従業員の安全
■地域環境保全

■情報開示 ■従業員の保護
■人権尊重

■戦略物質の
　流出防止

■機密情報の■不正防止等の
　体制確保 　漏えい防止

［資材部］
資材調達

［品質保証部］

品質保証・
品質管理・化学物質管理 ［環境安全部］

安全・環境管理
［経理部］
財務管理

［管理部］
労務管理

［輸出管理室］
輸出管理

［監査室］
内部統制

［情報システム部］
情報管理

■社会・環境問題対応
■顧客要求の実現

■化学物質管理
■製品のライフサイクルアセスメント（LCA）

■製品の確実な提供
■従業員の安全と健康
■環境負荷の低減

製品の企画［営業・技術部門］ 製品の設計［技術部門］ 製品の製造［生産部門］ 製品の受注・発送

社会
課題
対応

社会
課題
対応

［業務部門］

自社抽出や顧客要求によるSDGsなどの社会課題の対応
に向け、自社の固有技術や既存製品の応用をベースに開
発テーマの企画立案を行います。

安全・安心な製品の開発テーマの具現化に向け、材料の
選択や製造方法を検討し、生産部門に移管します。

顧客と約束した納期の厳守に向け、生産部門への適切な
情報提供や在庫管理を行います。

当社事業の中の社会課題対応

●直接業務部門

●間接業務部門

部品メーカー /
最終製品メーカー当社 / 当社グループ（協力会社）2 3 最終消費者4

当社のCSR

当社事業の中の社会課題対応

サプライチェーンにおける当社グループの位置づけ

従業員の安全と環境負荷の低減を考慮した“ムリ、ム
ダ、ムラ”のない最適な製造工程の確立を図ります。

納入先
原材料メーカー /
副資材メーカー1 調達先

当社は、CSR方針の中で“社会の持続可能な発展に、私たちの事業活動を通じて貢献していきたい”ことを明記していま
す。これを踏まえ、CSRレポートにおいて社会における当社事業の位置づけと、事業活動における社会課題対応について
検討しました。これにより、当社のCSRコンセプト「CSR活動は本業そのものである」を明確にとらえることができました。
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　当社は、外部有識者（セミナー講師）の助言により、SASB※1に記
載された業界別の課題リスト（化学業界）、およびさまざまな出所※2

で共通して記載されている項目を、社会が捉える課題の重要度付
けに利用しました。

　CSR推進委員会から自部門が抱える課題を抽出し、その課題を
STEP1の社会が捉える課題で用いた言語に変換し、重要度付けを
行いました。

　STEP1とSTEP2で得られた重要度付けをマトリックス化。図1の
右上12項目が社会にとっても当社にとっても大きな課題とし、層
別し5つの項目に整理して最重要課題案としました。

　最重要課題案は経営層の会議体で討議し、案の通りに決定しまし
た。この決定により、それぞれの最重要課題に対して目標を設定し、
活動を進めていくことになりました。

STEP 1 社会が捉える課題の検討

STEP 2 当社が捉える課題の大きさの検討

STEP 3 最重要課題案の抽出

STEP 4 経営層での決定

　CSR推進委員会は再度協議の上、より具体的な活動目標とするた
め、5つに層別した最重要課題を7つに展開しました。この展開によ
り、労働は2020年度のサブタイトル2項目の「従業員の働き方と健
康」と「労働安全衛生」に、環境もサブタイトル2項目の「環境負荷の
低減」と「事業を通じた環境・社会貢献」に分けることで、社内における
担当部門を明確にし、事業活動に即した活動の明確化を図りました。

STEP 5 層別の見直し

STEP 4
経営層での
決定

STEP 5
層別の見直し

STEP 1
社会が捉える課題の
検討

STEP 2
当社が捉える課題の
大きさの検討

STEP 3
最重要課題案の
抽出

当社のCSR

最重要課題

当社は、CSRへの取り組みを計画・推進するにあたり、2020年に｢最重要課題｣を策定しました。
それぞれの最重要課題で目標を設定し、その到達に向け取り組んでいます。

従業員の
働き方と健康

労働安全
衛生

環境保全
（環境負荷の低減）

●従業員の健康に配慮した
　快適な職場の形成

●従業員の労働安全を
　確保した職場の形成 
●従業員の健康と安全に向けた
　強い基盤の確保

●自社製造工程の改善による
　地球・地域環境負荷の低減

●自社製品・固有技術を用いた
　環境課題解決への貢献

重点テーマ 重点テーマ最重要課題 最重要課題

当社の最重要課題

事業を通じた
環境・社会貢献

　最重要課題（マテリアリティ）の選定について、CSR活動を行う上で経営資源の選択と集中、活動の効率化を目的に｢インパクトが最も大き
い本質的な部分から焦点をあてること｣を考慮する必要があります。当社CSRの活動にはさまざまな項目がありますが、社会の動向やステー
クホルダーへの影響度、中期経営計画などをもとに、2019年に5つの分野に層別した最重要課題を特定しました。
　その後、より具体的な活動目標とするために層別を見直し、上記7項目を最重要課題としてアプローチしています。

■ 最重要課題の目的

　最重要課題は企業の特色（ステークホルダー
からの期待、企業の成長戦略、所属する業界の
特徴、その企業がおかれている状況等）を反映
し、また以下の事項を踏まえて選定しています。
①最重要課題は経営者または経営層で決定さ
　れたものであること
②最重要課題は社会が捉える課題の大きさと
　その企業が捉える課題の大きさがマッチン
　グしたものであること
　
　当社のCSR推進委員会の委員は、全事業部
（メディカルを含む）と主な間接部門から選出さ
れています。CSR推進委員会にて最重要課題案
の選定作業を以下の手順にて行いました。

■ 最重要課題の選定プロセスと経緯

・働き方改革
・従業員の健康と安全
・安全関連法規制の順守
・自社製造時の環境負荷の低減
・製品ライフサイクルを考慮した環境貢献製品の開発
・環境関連法規制の順守
・化学物質の適正管理
・自社製品の化学物質含有情報の適切な伝達
・コンプライアンスの強化
・SDGsへの取り組み
・リスクマネジメント
・BCP（事業継続計画）

・ガバナンス体制の構築
・グローバル化対応
・より人や環境に安全な製品の開発と販売

・経営の効率化
・事業計画構築の向上
・自社およびグループ会社が間接的に
 関与する可能性のある人権侵害
・労使関係
・適切な情報開示によるコミュニケーションの深化
・品質安定性の確保

・自社およびグループ会社が
 直接関与する人権侵害
・管理すべき情報の流出防止

自社（およびグループ会社）課題の大きさ

社
会
課
題
の
大
き
さ

中

中

大

大

最重要課題候補案の選出マトリックス図 （図1）

※1 Sustainability Accounting Standards Board
※2 国連グローバルコンパクト、ISO26000、OECD多国籍企業行動指針、SDGｓ等

環境保全
（環境負荷の低減）

化学物質管理

事業を通じた
環境・社会貢献

従業員の
働き方と健康

労働安全衛生

コンプライ
アンス

リスク
マネジメント

E

S

G

全社CO₂
排出量の削減

全社使用
エネルギー量の削減

沈降性汚泥
排出量の削減

環境法規制の順守

地球温暖化

エネルギー

廃棄物

環境保全

安全な製品

企業の社会貢献

労働者の保護

公正取引・倫理

経営基盤の強化

供給責任

安全な製品設計と
次工程(顧客を含む)への
適切な情報の開示

環境・社会貢献製品の創出

ワーク・ライフキャリア支援
多様性の推進
従業員の健康管理

労働災害ゼロの達成
快適な職場環境の実現

コンプライアンス意識の
向上と基盤の強化

経営リスクの抽出・
評価・対策の実施

災害に強い
企業体質の構築

当社グループの
最重要課題

当社グループの
取り組み社会課題 関連するSDGsの項目

　C S R ( C o r p o r a t e  S o c i a l  
Responsibility)は社会的要求への企
業の対応力であり、直訳の“企業の社
会的責任”と“社会との共有価値の創
出(CSV)”の両方の活動を行うことで
あると当社は考えています。
　当社はこの“社会との共有価値の創
出”に向けた手段として、社会課題(社
会の困りごと)の解決を自社の固有技
術や製品を用いて図るべく取り組ん
でいますが、現在の社会課題を具体的
に示したものがSDGsであると捉えて
います。
　SDGsは17のゴールと169のター
ゲットで構成されていますが、一つの
ターゲットでもかなり大きな課題です
ので、当社の関連するターゲットに、
当社ができる範囲で取り組んでいき
ます。

■ SDGsへの対応
　当社は設定した最重要課題が社会と共有できるものでないと活動の意味がないもの
と考えています。このため抽出した最重要課題の棚卸として代表的なESG、SDGsとの
相関について次の表にまとめてみました。

■ 最重要課題とESG・SDGsとの関連

E
S
G

E・S

S・G

コンプライ
アンス

リスク
マネジメント

●重要法令の順守徹底 
●不正を防止する強い体制

●リスクマネジメント体制の確立 
●災害に強い企業体質の構築

化学物質
管理

●藤倉化成化学物質管理
　データベースの維持向上
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継続環境貢献製品
開発意識の向上

バリューチェーン
での環境貢献製品
展開

設定した4事業部の
合計で目標達成

継続と新製品へ
発展

環境貢献
製品開発件数

環境貢献
製品売上比率

自社製品・
固有技術を用いた
環境課題解決への
貢献

優れた製品、サービスの提供
環境対応製品の創出による
環境貢献
地域社会への貢献

〇

〇

事業を通じた
環境・社会貢献

開発企画書発行段
階から環境を意識
した開発への取り
組み

2.
9.

16.

■ ｢CSRレポート｣に対する調査結果
　回答者の約75%が｢『CSRレポート』が『安全・環境報告書』より
変化したとの印象を受けた｣と回答し、また自由意見で｢読みやす
かった｣｢分かりやすかった｣との回答が得られたことは、第1回目
のCSRレポートとしては良い結果でした。　
　またグラフ1のように、個々の記事に関しては従業員の誰もが
関わる「働き方と健康」や当社の全体に関する項目で高い関心が
ありました。その反面、特定の部門に関わる項目では、関心が低い
結果となりました。

■ 全従業員に向けた啓発活動
　当社の社内報に｢CSRレポートの発行とアンケート調査結果報告｣のタイトルで記事を
掲載しました。CSRレポートがCSR担当部門からの一方的な流れとならないように、今後
も対話によるコミュニケーションを通じたCSR活動意識の向上を目指していきます。

■ グループ会社へのCSRレポート解説の実施
　要求のあったグループ会社、国内2社（フジケミカル・藤光樹脂）
と海外7社（タイ・インドネシア・ベトナム・マレーシア・インド・上海・
佛山）に対して、送付したCSRレポートの解説会を実施しました。
　CSRレポートの解説だけでなく、お客様からいただくCSRアン
ケートの設問内容についての解説も行い、社会の要求に対する当
社グループのCSR活動の理解、各グループ会社における今後の
活動の参考や、CSRレポートへの記事提供につながることを目的と
しています。

■ 技術部門長に対するSDGs説明会の実施
　当社では｢本業によるCSR活動｣を掲げており、これにはSDGs
が重要な位置づけであると促え、各事業部の技術部門長に対し
SDGsの説明会を実施しました。
　社会課題の解決に向け、当社の技術や製品がどのように役立
つかを検討し、開発をしていくことが社会との価値共有につなが
ると考えています。

■ CSR活動に対する意識調査結果
　｢当社の事業とCSR活動の関係｣｢自身の業務とCSR活動の
関係｣への設問に対する比較結果はグラフ2のように、自身の
業務となるとCSR活動との関係性は希薄になる傾向が見られま
した。

■ アンケート結果を受けて
　｢CSRは何のために行うのか｣｢自分自身にどのような関係が
あるのか｣が漠然としている従業員が多くいることを今回のアン
ケートにより抽出できたので、今後のCSR啓発活動ではこの点
の理解が深まるように努めていきます。

CSRレポートおよびCSR活動に関するアンケート調査

CSRの社内浸透に向けて

当社のCSR

最重要課題進捗状況一覧 CSRの社内浸透に向けて

従業員の
働き方と健康

最重要課題 ゴール（KGI） ゴールに向けての
手段（KPI）

進捗状況を
評価する指数

2020年度
KPI達成状況 2021年度の展開 関連する藤倉化成行動基準

自己
評価

従業員の健康に
配慮した快適な
職場の形成

労働災害ゼロの
達成

CO₂排出量を2030年
までに2013年度比
7%削減する

藤倉化成化学物質管理
データベース(FCDB)
の維持向上

重要法令の
順守確認

コンプライアンスの
意識向上

3件（フォローアップ
研修、分科会×２） 継続

引き続き制度の
周知を図る

コーポレート
ガバナンス・コード
改訂に伴う
内容確認と展開

適宜必要な見直し
を継続

各地区の防災マニュアル
整備の進捗監視

内部通報案件なし内部通報案件への
確実な対応

コンプライアンス
基盤の再構築

経営に関わる
リスクの抽出

BCPの
再構築と運用

コンプライアンス
委員会での
取り上げテーマ数

公正取引と情報
セキュリティの
分科会の立ち上げ

重点テーマとして
取り組む

リスクマネジメント
一覧表案を作成抽出基準の見直し

各地区の防災
マニュアルの整備
全社防災
マニュアルの構築

各地区の防災マニュアルの
整備完了後に着手

勉強会実施件数

制度の充実
不正を防止する
強い体制

リスクマネジメント
体制の確立

災害に強い
企業体質の構築

化学物質
管理意識の浸透

省エネ活動の推進
によるエネルギー
使用量の削減

CO₂排出量
(単位：t）

原油換算の
売上原単位
(単位：ｋℓ/億円)

全社廃棄物
排出量(単位：t)

要更新データの
決定と更新率
原材料情報更新数
化学物質管理社内
講習会数、参加人数

99.7%

1,673
講習会数：7回
参加人数：65名

更新しにくい
情報に着手
継続

内容を更新し継続

省エネ活動の推進
によるエネルギー
使用量の削減

沈殿性汚泥
排出量の削減

環境マネジメント
システムの運用

該当法規制の
順守確認

速報値：4,908t
目標値：6,314t

原単位：15.22ｋℓ/億円
目標値：14.94ｋℓ/億円

原油換算売上
原単位14.79ｋℓ/億円

全社廃棄物排出量
969t/
目標1,183t

32部署で順守して
いることを確認

CO₂排出量
6,288t以下

廃棄物排出量
1,165t以下

法規制に基づく、
規制順守環境法規制の順守

5年度間平均エネルギー
消費原単位年1%以上
低減を継続する

廃棄物を2022年度
までに2017年度比
7%削減する

快適な職場環境の
実現

4. 基本的人権の尊重、
　 差別の排除
5. ハラスメントの無い職場

8. 労働安全衛生
　マネジメントシステムの　
　構築、安全・健康の優先

9. 環境マネジメントシステム
　 の構築、
　 事業プロセスによる
　 環境負荷の低減

12. 事業継続計画の策定、
　   顧客への製品の安定供給

ワークキャリア・
ライフキャリアに
あわせた支援

多様性の推進

安全衛生委員会の
適切な活動

KYシート目標件数
の達成

抽出件数479件
目標476件

該当法規制順守
状況確認
重点活動項目の
順守状況確認

休業災害件数
不休災害件数

全部署で順守して
いることを確認
通期重点活動項目
39件、すべて実施

0件
1件

抽出件数479件

法規制に基づく、
規制順守
安全衛生委員会
活動計画の完了

労働災害ゼロの達成
労働災害ゼロの達成

OHS推進会議の
適切な活動

労働安全衛生法の
順守
安全衛生委員会の
適切な活動

従業員の健康管理 健康診断・ストレス
チェック受診率

面談・研修の
実施件数

面談・研修の
実施件数

健康診断・ストレス
チェック診断を継続

面談の実施を継続
キャリアデザイン研修と女性活躍推進

面談の実施を継続〇

〇

〇

〇

〇
△

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

△

△

×

労働安全衛生

環境保全
（環境負荷の
  低減）

化学物質管理

コンプライ
アンス

リスク
マネジメント

法令順守、事業を展開する国や
地域の文化・習慣の尊重
戦争や内戦に加担する行為、反
社会勢力との関わりの排除
ステークホルダーとの適正で透
明なパートナーシップの構築
藤倉化成グループに関する情報
の適時適切な方法による公開
管理すべき情報の漏えい防止
会社財産(知的財産を含む)の　  
適切な管理・運用、他社の財産
侵害防止

自己申告制度に基
づく面談を実施(希
望者22名中22名)

育児休業取得時面談および
復職時面談実施率100％

健康診断受診率：100％(休職者除く)
ストレスチェック診断受診率：95.2％

※自己申告制度についてはP.27で説明

ハザードマップ更新に合わせた見直し
および訓練実施、備蓄品整備

トップメッセージ
当社の事業領域
藤倉化成とは

特集1
特集2

新型コロナ対策
当社のCSR
働き方と健康

労働安全衛生への取り組み
環境負荷低減
環境・社会貢献
化学物質管理

コンプライアンス
リスクマネジメント

品質活動
地域社会貢献
グループCSR
会社情報

0 10 20 30 40 50 60

■ 密接な関係 ■ 何らかの関係あり ■ あまり関係ない ■ 全く関係ない

◯当社事業とCSR活動の関係は？

【グラフ2】CSR活動と事業・業務の関係について

【グラフ1】CSRレポートで興味や関心のあった記事は？

◯自身の業務とCSR活動の関係は？

35％ 60％ 5％

25％ 61％ 13％

1％

3.

6.

7.

13.

14.
15.

　当社は第1回目のCSR報告書として2020年9月末に｢CSRレ
ポート｣を発行しました。
　2019年まで発行していた｢安全・環境報告書｣から大きく刷新

を図ったものの、従業員がこの変化をどのように受け取ったかを
調査するため、CSR活動に対する意識調査も含めて、2020年10
月下旬から11月中旬にかけて、アンケートを実施しました。

社内報

11. 化学品管理マネジメントシ
　　ステムを構築し、化学品に
　　よる健康障害などを防止
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中堅社員座談会 特
集
３

CSRを仕事につなぎ、未来へつなぐ
特集

当社の各部署の最前線で活躍する中堅社員が集まり、「本業を通じたCSR」をテーマに語っていただきました。藤倉化
成の社員は、日ごろどのような意識でCSRに向き合い、業務の中で実践しているのか、ご紹介します。

藤倉化成社員とCSR

――「藤倉化成CSRレポート2020」を読んだ感想や
その後の変化についてお話しください。

高野　レポートを読んで、率直に自分の仕事がCSRにつながってい
ることを再認識できました。藤倉化成としてCSRがどういった位置
づけで、どういう方向に向かっているかが分かりやすかったです。

小井手　たしかに会社のCSRに対する方向性は分かりやすい。し
かし、配布されて社員全員が読むかどうか。もっと読ませる工夫が
必要かもしれませんね。

小林　そうですね。改めてすみずみまで読むと、いろんなことが詳
細に書かれていることが分かるけれども、反面、読むのに時間が

かかる。少々CSRに興味があるぐらいだと、途中で読まなくなるか
もしれません。

谷田部　そういう意味では最重要課題は分かりやすかったです
よ。製品を設計する人は、コンプライアンスやリスクマネジメント
を考慮しながら開発にあたっているので、改めてその重要性を確
認できました。

冨岡　営業では、お客様から藤倉化成の環境関連の話を聞きた
いというリクエストがあるので、CSRレポート発行時から内容は読
んでいます。今ではこの冊子の記事を拝借して、事業部でのプレ
ゼンテーションのシートに盛り込むなどして活用しています。今
後、CSRレポートをお客様にお渡しするケースは増えていくので
はないでしょうか。

福岡　私は作成する立場にいましたが、作成を進めていくにつれ
て、自分の担当以外の最重要課題への意識が薄かったことに気づ
きました。自分には直接的に関係ないけれど、生産、技術、営業そ
れぞれの立場では重要な課題、CSR活動があります。まず、最初は
自分の携わる課題を深めていくことが大事なことだと思います。

大野　まだ社員の中には「CSRと自分の仕事は無関係」という意
識がどこかにあって、まじめに仕事をこなしている社員にどうアプ
ローチするかが課題だと思います。2021年の経営方針の発表で
経営層がCSRに言及していましたが、今後、経営がコミットする方
向に進むと、CSRは企業活動そのものになり、必然的にレポートに
書いてある内容と自分の業務がリンクしてきます。

――業務の中で、CSRやSDGsを意識した行動をして
いますか？

小井手　生産部門は、環境負荷低減や化学物質管理などの活動
を活発にやっておりますが、取り立ててCSRとして意識するシチュ
エーションは少ないです。普段の業務の改善活動そのものがCSR
の実践だと自負しています。

冨岡　営業では、お客様とのやり取りの中でCO２排出量削減と

いった環境関連の話は盛んに交わされますし、会社全体として
CSRにどう取り組んでいるか、見られているなと感じます。

大野　メディカル材料部でもお取引先からサプライチェーンの
CSR活動に関するアンケートをいただいており、製造・開発を含め
て部内で対応しています。このように社会全体が変化している中
で、まずは自社のCSRレポートを読むよう部内のメンバーには言っ
ています。

小林　コーティング事業部門は数年前からCSRやSDGs（持続可
能な開発目標）に対する意識が強くなってきていて、冨岡さんが
言うように取引先からの要望や問い合わせも増えており、その傾
向は強くなっています。

福岡　取引先原材料メーカー様も取引先商社様も、SDGsの中、
特に環境関連項目を意識した、そうした原材料を私たち資材部に
紹介してくることが多くなりました。逆に、SDGsが藤倉化成の新
しいビジネスの種になるかというとまだ少しハードルが高い気が
しますが、必要性は強く感じます。

――藤倉化成の最重要課題「働き方と健康」につい
て意見をいただけますか？

小林　コロナ禍で当社でもリモートワークが普及していますが、
技術の立場でいえば、自宅でできることは限られてくるので限度
はあります。ただ、自分の仕事のやり方を見直す良いチャンスで
す。実験する日、データ整理の日と分ければ、週に数日は在宅勤務
も可能だと分かりました。

福岡　本社では、社内システムの都合などでリモートワークが難
しいという意見があったり、営業部門と間接部門で在宅勤務率に
差が生じたりしました。小林さんが言うように技術は実験があるの
でできない、会社は在宅勤務を認めるけど、実際にやるとなると難
しい人もいるという状況です。

　「働くモチベーション」を維持するには、従業員の間に不平不満
が出ない職場にすることも大事だと思います。私個人としては、も
う少し育児や介護に踏み込んだ形の休暇制度が整備されると良
いなと思います。

大野　会社が社員個人の力に依存して仕事が集中してしまう、し
かし評価は一律というような状態は避けたいですよね。社員が高
いモチベーションを維持できるように、働き方に合わせて細かく管
理・評価できる制度・体制になればいいと思います。

小井手　最近は男性でも育児休暇を取られている方も出てきま
したが、生産の現場は人手不足なので忙しく、なかなか休みを言
い出せる雰囲気ではありません。もう少し休暇を取得しやすくした
いです。

谷田部　いろいろお客様と話している中では時差出勤はかなり効
率的な印象です。一律に定時出社するのではなく、仕事しやすい時
間に出社する。当社もフレックスタイム制を導入していますが、職

種によってはなかなかそのメリットを享受できないと思っていま
す。現場の実情に合わせた仕組みの改善が必要ですね。

高野　私の部署は有給取得率が高く、働きやすい職場の中で皆さ
ん頑張っている印象です。一方、取り扱っている溶剤の健康面へ
の影響が心配なので、作業者の健康と安全を守るさまざまな対策
を強化しています。今後もリスク低減していくことを目指します。

小林 龍

谷田部 真司

福岡 正章

3

1 2 3

4 5 6

7 8

メディカル材料部
課長
　大野 恭央1

コーティング事業部
営業部 営業三課 課長
　冨岡 隆2

司会
CSR推進室 室長
　山本 晴一3

資材部

　福岡 正章4

電子材料事業部 電材生産部 
生産技術課 課長
　高野 敦俊5

2021年５月18日Web会議にて実施

コーティング事業部　
技術部 技術三課 課長
　小林 龍6

生産一部
生産二課 課長
　小井手 大悟7

化成品事業部
技術部 課長
　谷田部 真司8
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藤倉化成は「社会」に何ができるか

――「藤倉化成CSRレポート2020」を読んだ感想や
その後の変化についてお話しください。

高野　レポートを読んで、率直に自分の仕事がCSRにつながってい
ることを再認識できました。藤倉化成としてCSRがどういった位置
づけで、どういう方向に向かっているかが分かりやすかったです。

小井手　たしかに会社のCSRに対する方向性は分かりやすい。し
かし、配布されて社員全員が読むかどうか。もっと読ませる工夫が
必要かもしれませんね。

小林　そうですね。改めてすみずみまで読むと、いろんなことが詳
細に書かれていることが分かるけれども、反面、読むのに時間が

かかる。少々CSRに興味があるぐらいだと、途中で読まなくなるか
もしれません。

谷田部　そういう意味では最重要課題は分かりやすかったです
よ。製品を設計する人は、コンプライアンスやリスクマネジメント
を考慮しながら開発にあたっているので、改めてその重要性を確
認できました。

冨岡　営業では、お客様から藤倉化成の環境関連の話を聞きた
いというリクエストがあるので、CSRレポート発行時から内容は読
んでいます。今ではこの冊子の記事を拝借して、事業部でのプレ
ゼンテーションのシートに盛り込むなどして活用しています。今
後、CSRレポートをお客様にお渡しするケースは増えていくので
はないでしょうか。

福岡　私は作成する立場にいましたが、作成を進めていくにつれ
て、自分の担当以外の最重要課題への意識が薄かったことに気づ
きました。自分には直接的に関係ないけれど、生産、技術、営業そ
れぞれの立場では重要な課題、CSR活動があります。まず、最初は
自分の携わる課題を深めていくことが大事なことだと思います。

大野　まだ社員の中には「CSRと自分の仕事は無関係」という意
識がどこかにあって、まじめに仕事をこなしている社員にどうアプ
ローチするかが課題だと思います。2021年の経営方針の発表で
経営層がCSRに言及していましたが、今後、経営がコミットする方
向に進むと、CSRは企業活動そのものになり、必然的にレポートに
書いてある内容と自分の業務がリンクしてきます。

――業務の中で、CSRやSDGsを意識した行動をして
いますか？

小井手　生産部門は、環境負荷低減や化学物質管理などの活動
を活発にやっておりますが、取り立ててCSRとして意識するシチュ
エーションは少ないです。普段の業務の改善活動そのものがCSR
の実践だと自負しています。

冨岡　営業では、お客様とのやり取りの中でCO２排出量削減と

いった環境関連の話は盛んに交わされますし、会社全体として
CSRにどう取り組んでいるか、見られているなと感じます。

大野　メディカル材料部でもお取引先からサプライチェーンの
CSR活動に関するアンケートをいただいており、製造・開発を含め
て部内で対応しています。このように社会全体が変化している中
で、まずは自社のCSRレポートを読むよう部内のメンバーには言っ
ています。

小林　コーティング事業部門は数年前からCSRやSDGs（持続可
能な開発目標）に対する意識が強くなってきていて、冨岡さんが
言うように取引先からの要望や問い合わせも増えており、その傾
向は強くなっています。

福岡　取引先原材料メーカー様も取引先商社様も、SDGsの中、
特に環境関連項目を意識した、そうした原材料を私たち資材部に
紹介してくることが多くなりました。逆に、SDGsが藤倉化成の新
しいビジネスの種になるかというとまだ少しハードルが高い気が
しますが、必要性は強く感じます。

――藤倉化成の最重要課題「働き方と健康」につい
て意見をいただけますか？

小林　コロナ禍で当社でもリモートワークが普及していますが、
技術の立場でいえば、自宅でできることは限られてくるので限度
はあります。ただ、自分の仕事のやり方を見直す良いチャンスで
す。実験する日、データ整理の日と分ければ、週に数日は在宅勤務
も可能だと分かりました。

福岡　本社では、社内システムの都合などでリモートワークが難
しいという意見があったり、営業部門と間接部門で在宅勤務率に
差が生じたりしました。小林さんが言うように技術は実験があるの
でできない、会社は在宅勤務を認めるけど、実際にやるとなると難
しい人もいるという状況です。

　「働くモチベーション」を維持するには、従業員の間に不平不満
が出ない職場にすることも大事だと思います。私個人としては、も
う少し育児や介護に踏み込んだ形の休暇制度が整備されると良
いなと思います。

大野　会社が社員個人の力に依存して仕事が集中してしまう、し
かし評価は一律というような状態は避けたいですよね。社員が高
いモチベーションを維持できるように、働き方に合わせて細かく管
理・評価できる制度・体制になればいいと思います。

小井手　最近は男性でも育児休暇を取られている方も出てきま
したが、生産の現場は人手不足なので忙しく、なかなか休みを言
い出せる雰囲気ではありません。もう少し休暇を取得しやすくした
いです。

谷田部　いろいろお客様と話している中では時差出勤はかなり効
率的な印象です。一律に定時出社するのではなく、仕事しやすい時
間に出社する。当社もフレックスタイム制を導入していますが、職

種によってはなかなかそのメリットを享受できないと思っていま
す。現場の実情に合わせた仕組みの改善が必要ですね。

高野　私の部署は有給取得率が高く、働きやすい職場の中で皆さ
ん頑張っている印象です。一方、取り扱っている溶剤の健康面へ
の影響が心配なので、作業者の健康と安全を守るさまざまな対策
を強化しています。今後もリスク低減していくことを目指します。

――CSRやSDGsに関連した新しい活動があれば
お話しください。

冨岡　コーティング事業部ではワーキンググループを発足しまし
た。先ほど言ったように、お客様から製品の環境負荷低減という命
題に対して当社がどれだけCO２の排出を抑制しているか、明確に
示す状況になっています。大きなテーマなので、営業と技術の幹
部・管理職でワーキンググループを作り、各方面にインタビューを
したり、逆に受けたりしています。

大野　メディカル材料部は、新市場開拓に向けて、従来あまり
ウォッチしてこなかった「貧困地域の医療施設」への製品供給の可

能性を探っています。現地ではモノが適正価格で買え、我々は市
場を開拓できるとの考えです。社会の仕組みやインフラなど環境
要因的な課題もあって、製品の供給体制をつくるのは非常に困難
ですが、まずはできるところから始めています。

谷田部　かつてトナー用材料には、含金属の材料を多く使用して
いましたが、化成品事業のポリマー合成技術により、環境にやさし
いポリマー型のトナー用材料を提供し、使用いただけるようにな
りました。さらに、そういった合成技術を応用することで、溶剤系か
ら水系化へなど環境に対応した製品を拡充し、市場に投入してい
ます。

小林　技術面から言うと、SDGsとCSRに合致したものを開発する
ときには、客先をどこに設定するかがポイントになります。既存の
お客様なら新しい価値をプラスしていく方向で、例えばもっと耐
候性の高い塗料を開発すれば廃棄サイクルが長くなるというメッ
セージが可能です。SDGsの17目標と169ターゲットにつながる
当社の製品や技術はまだまだあるので、製品開発の道を広げて、
新規のお客様へアプローチすることもできるでしょうね。

高野　これまで生産の現場では、廃棄物削減等の活動を当たり前
にやってきたので、 CSRという言葉こそ出しませんでしたが、今後

は朝礼やゼロ災デーを活用し、CSRの意味を深く理解してもらう
働きかけは必要だろうと思います。

――2050年の藤倉化成はどんな会社であってほし
いですか？ そこに向けて自分は何ができると思いま
すか？

冨岡　化学メーカーとして明確に社会に貢献できる会社になって
ほしい。私たちの製品は見えないところで使われていることが多
いのですが、明確に社会に貢献しているものはこれだと言えるも
のを世に出していけたらと思います。

小林　冨岡さんと同様で、社会貢献していることが社内外に伝わ
り、働くことを誇れるような会社でありたいです。これまで私は、私
がつくった製品が売れることを幸せに感じてきました。同じように、
ものづくりを幸せと感じる人を一人でも多く増やしたいです。

谷田部　化成品技術に関わるものとしては、やはり環境に対応し
た製品を拡充させることです。バイオマス由来で性能の高い製品
を開発するなど、画期的技術を社会に発信していきたいです。

小井手　技術部門から生産部門に異動して再認識したのが、工場
の安全操業は第一であること。当工場は危険物を扱うのでハザー
ドが存在する。そのリスクを下げる仕組みをつくり、安全操業を続
けることを考え続けます。

髙野　小井手さんと同じように、製造現場では気をつけていても
疲れが蓄積するとケガの可能性が高まります。そうしたリスクを取
り除いていきたい、みんなが健康で長生きできるように、安心・安
全な作業を考えながら進めていきたいです。

福岡　資材部は、お取引先様や社内各部署とコミュニケーションを
密に取らないといけないので、これから先も自分を通じてwin-win
の関係が築けるような仕事をやっていけたらと思います。

　私はこのメンバーの中でいちばん若いので、2050年もまだ在
籍していると思いますが、藤倉化成は、日本的経営の良い部分を
残しながら変化に柔軟に対応できる会社だと思っています。新型
コロナウイルス感染症のような社会変化が起きても、それに打ち
勝つことができる強い会社だと思います。

大野　私は、自分が関わった人たちが定年退職するまで働き続け
られる事業環境を残して引き継いでいくことを自分の至上命題と
しています。それは世の中に必要とされる会社であることとイ
コールだと考えています。
　メディカル材料部の製品は、しっかりした技術基盤のもとに作ら
れているので、先ほど言った新しい市場に供給していければ、医療
格差も減って、当社の事業も拡大します。そうした新しい事業に挑
戦していきたいと思います。

――本日は大変ありがとうございました。

大野 恭央

小井手 大悟

冨岡 隆

高野 敦俊

特
集
3

中堅社員座談会

CSRを仕事につなぎ、未来へつなぐ
特集

3



本ページをお読みいただく前に
・本ページは“働きやすい職場の形成”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度は3つの課題（KPI）に関する当社の労務管理制度を主に報告しました。
・2021年度はこれらの制度の利用や運用状況を主体に報告します。
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■ 男性の育児休業の取得

■ ストレスチェック制度の流れ

■ 女性採用人数
　女性の採用人数は、2019年度までと同様に約3割を維持して
います。

■ 育児休業取得時面談・復職時面談
　当社では、育児休業取得時と育児休業からの復職時に本人・職
場上長・人事で面談を行っています。育児休業取得時の面談で
は、育児休業制度の概要説明から育児休業給付金などの各種手
続き、仕事の引き継ぎ確認などを行い、復職時は、復職時の待遇
（昇給や有給休暇など）や保育園の状況、今後の時短勤務、仕事内
容の確認などを行っています。また、育児休業取得時、復職時とも
に職場上長へのハラスメント防止研修を実施しています。
　職場上長を交えて面談を行うことで、仕事内容の再確認と、従
業員の育児についての情報共有をしています。特に復職時は、長
期間職場から離れていることから、復職前に面談を行うことで職
場復帰に対する不安・負担の軽減も図っています。

■ 保存休暇制度の改定

当社は、従業員の健康が会社の健全な成長を支える基盤であるとして、従業員の健康管理を推進しています。
また、従業員が自主性を発揮して仕事に取り組める職場環境づくりを目指し、人事制度の改善に取り組んでいます。

最重要課題 従業員の働き方と健康

従業員の働き方と健康

　当社HPにて、次世代支援および女性活躍推進に関する
行動計画を掲げています。女性が長く活躍できる雇用環
境や従業員が仕事と子育てを両立させることができる職
場づくりを行っていきます。

　当社では、従業員が事業活動の主役であり、従業員のモチベーションを高めることが、事業活動の活性化につながると考えています。その
ため、従業員の「ワークキャリア・ライフキャリア」にあわせた「多様で柔軟な働き方」を支援する制度を導入しています。自主性と責任感、意欲
の向上を図り、安心して全力で働ける職場を実現します。

　自己申告制度は、34歳までの正社員を対象とし、3年ごとに従業員が現在の仕事や働き方について「自己申告書」に記載し、人事担当部門
に提出します。その後、従業員と人事担当者が個別面談を行い、会社や職場が考える育成施策と従業員の働き方の希望等を確認します。仕事
や職場、それぞれのライフステージにあわせた働き方などをヒアリングすることで、それぞれが将来について考える機会となっています。

　保存休暇制度とは、本来3年目に消滅する年次有給休暇を最大100日まで保存休暇として残せる制度です。療養や介護、子の看護のために
使用できる制度で、年次有給休暇と同様の扱いとなり、給与は100％支給されます。2020年度に労使協議の上、保存休暇の取得要件を一部
緩和・改定しました。

■ 自己申告制度に基づく面談の実施

「ワークキャリア・ライフキャリア」にあわせた支援

改定後

本人の連続する私傷病欠勤
７日（暦日）以上のとき

①本人の連続する私傷病による保存休暇の使用について、その使用条件を緩和しました。

　例年、自己申告制度対象者全員と直接面談を実施しておりましたが、2020年度は新型コロナウイルス感染症対策として、希望者
のみの面談実施とし、Web面談にも対応しました。

2020年度の実施状況

新規採用における女性の採用人数（カッコは全体）

多様性の推進

従業員の健康管理

※1 2020年4月～2021年3月までの対象者で算出
※2 「令和元年度雇用均等基本調査」参照

URL ： 
https://www.fkkasei.co.jp/csr/policy.html 

2017年度

新卒採用

中途採用

5名
（15名）

4名
（15名）

4名
（13名）

4名
（12名）

3名
（5名）

2名
（9名）

3名
（13名）

2名
（7名）

2018年度 2019年度 2020年度

藤倉化成HP＞CSR情報>取り組み＞行動計画

従　来

②子の看護による保存休暇の使用について、その休暇の使用条件を緩和しました。

小学校就学前の子を対象従　来

本人の連続する私傷病により
暦日５日以上の休暇が必要となったとき改定後

小学校３年生までの子を対象改定後

　当社では、年令・性別はもちろんのこと多様な人材が活躍しています。すべての人材の基本的人権ならびに個性を尊重し、いかなる差
別も排除することに努め、安心して働くことのできる職場環境づくりを心掛けています。

　当社では、労働安全衛生法に基づき、従業員の健康･ストレス管理を行っています。毎年、定期健康診断・ストレスチェックを実施し、診断
結果に応じて、産業医・精神科医との面談等の対策を実施しています。

　毎年全社員に向け、ストレスチェックを行っています。ストレスチェック実施後には社長をはじめ役員が参加し、集団分析報告会にて、
職場のストレス状況の確認を行っています。2020年度のストレスチェック実施率は95.2%で、実施率は毎年9割以上となっています。
　社員の健康やストレス状況の指標となる「総合健康リスク」は、昨年までと同様、全国平均よりリスクが低い状況で推移しています。

　2019年度まで男性の育児休業制度の利用はありませんでし
たが、2020年度、当社で初めて男性の育児休業の取得がありま
した。一般職で2名、管理職で1名、合計3名が取得しています。
　2020年度、当社の男性の育児休業取得率は16.6%※1で、厚生
労働省が発表している男性の育児休業取得率7.48％※2を上回っ
ています。　
　当社では、2026年までの次世代育成支援「行動計画」におい
て、2021年～2026年の間で
の男性の育児休業取得率7％
以上を目指し、働き方の整備に
努めていきます。なお、女性の
育児休業取得については
2019年度に引き続き100％
を維持しています。

社内報で男性育児休業取得者への
インタビューを掲載しました。

貢献する
SDGsの目標



本ページをお読みいただく前に
・本ページは“安全・安心な職場の形成”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度は当社の安全への考え方、安全推進体制および改善事例について報告しました。
・2021年度は推進体制における活動報告、従業員からの積極的な提案による改善事例を主体に報告します。
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労働安全衛生方針
1.　当社は、化学物質と化学反応を取り扱う企業として、労働安全衛生マネジメントシステムを導入し、
     有効な労働安全衛生マネジメントシステムとなるように継続的に改善します。
2.　当社は、より安全で健康的な働きやすい職場を目指すため、労働安全衛生目標を設定し、達成度を評価し、
     労働安全衛生活動を全社的に展開します。
3.　当社は、事業活動に適用される安全衛生に関する法令、当社が同意したその他の要求事項、
     及び当社が決定した自主基準を順守します。
4.　要員の負傷・疾病を防止するための安全で健康的な労働条件を提供します。
5.　当社は、全社員のコミュニケーション（協議及び参加）を図り、全員参加の労働安全衛生活動を実行します。
6.　当社は、要員に対して、安全や健康の価値とその義務を自覚させる目的で、必要な教育、訓練、及び安全指導を行います。
7.　当社の労働安全衛生方針は、文書により全要員に周知します。
8.　当社の労働安全衛生方針は、一般に公開します。

　当社は、2019年12月からISO45001:2018に準じた労働安全
衛生マネジメントシステムに切り替え、従来のBS-OHSAS  
18001:2007からの移行作業を行い、2020年11月に外部審査機
関から認証を取得しました。引き続き、労働災害ゼロ、快適な職場環
境の実現に向け、活動を継続していきます。

労働安全衛生マネジメントシステム

　OHS推進会議※では、労働安全衛生の関係法令の改正情報の展
開とその対応、審査機関の審査による改善の機会として提案された
事項の対応状況の確認、マネジメントレビューによる社長所見の指
示事項の進捗確認など、幅広く活動し、マネジメントシステムの継
続的改善を図りながら活動しています。その他、労働安全衛生に関

わるさまざまな外部情報も委員会で確認し全社で足並みを揃えた
活動を行っています。
　また、労働災害が発生した場合、速やかに各事業所に情報展開
し、労働災害の原因、再発防止策を共有し横展開することで、同様の
労働災害の発生を予防しています。

OHS推進会議活動報告

　当社は、中央安全衛生委員会を中心に、各拠点で地区安全衛
生委員会を組織し、従業員の健康障害や危険防止のため、関連す
るさまざまな事項についての取り組みを進めています。2020年
度は、「ゼロ災会社の定着化」を目標に、「現場を重視し、さまざま
な方向から安全対策の充実を図る」を委員会活動方針に定めて、
活動を進めました。新型コロナの影響から、委員会の開催が困難

な状況にありましたが、工夫を凝らし、計画した議事を進めること
ができました。具体的な活動として、持続的な安全パトロールと危
険予知活動（KY活動）に加えて、年度計画で重点活動を取り決め、
広範なチェックポイントの確認を進めています。また、社内外の労
働安全衛生に関するトピックを委員会で報告し、全社で情報を共
有しています。

　当社は毎年、KY活動を全社で展開しています。2020年度は全
社で479件のKYを抽出（前年対比104%）し、事業所ごとに安全
衛生に関する潜在リスクの低減に取り組んでいます。アメリカの
ハインリッヒ氏が提唱した、「1件の重大事故・災害の背景には、

29件の軽微な事故・災害があり、その背景には300件のヒヤリ・
ハットがある」という法則の考え方を取り入れ、従業員一人ひとり
の危機意識を底上げし、継続的に潜在リスクを低減することで、
労働災害ゼロの達成を目指します。

安全衛生委員会の活動報告

安全教育

※労働安全衛生マネジメントシステムに関する重要事項の決定を行う会議。

取り組み課題 目標の達成

労働安全衛生方針

経営理念：ともに挑み ともに繋ぐ

パフォーマンス評価

P

C

A D継続的改善 運用・管理労働安全衛生
マネジメントシステム

労働安全衛生システム

■ フォークリフトの安全教育
　毎年、構内でのフォークリフト事故を予防するため、各事業所で
安全講習を実施しています。2020年度も従業員はもとより構内
荷役業務を行う請負業者に対してビデオ撮影をしながらの安全
操作評価会や、フォークリフトの事故事例や不安全行動について
の教育を行い、労働災害ゼロが継続できるよう、活動しました。

安全衛生への取り組み 安全活動事例
■ KY（危険予知）活動

マスクを着用したまま仕込みなどの若
干負荷の大きい作業を行うと、保護メ
ガネが曇り視野を妨げられる危険があ
り、事故を起こす原因となりえる。

●潜在リスク

安全衛生への取り組み 安全活動事例

フェイスシールドタイプの着用に切り
替えました。

●対策
●対策 ●対策

KYシート抽出事例①

ガラス製のデシケーターの蓋が机から
落下し怪我をする恐れがある。

●潜在リスク

デシケーターを蓋が独立しないBOX型
に変更しました。

KYシート抽出事例②

105℃乾燥機で素材を出し入れする
際、中の棚網金属に腕が触れ火傷する
恐れがある。

●潜在リスク

手袋をミトンに変更し、腕の露出部分
を覆うようにしました。

KYシート抽出事例③

Before After Before After

労働災害=不安全状態×不安全行動 藤倉化成KYシート抽出件数推移

フォークリフトの安全教育

ハインリッヒの法則

300

29

1

300件のヒヤリ・ハット

29件の軽率な事故・災害

1件の重大な事故・災害

350
2016年度

414 407 427
460

479

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

400

450

500

当社は、｢労働安全衛生方針｣を定め、ISO45001に準拠した｢労働安全衛生マネジメントシステム｣を構築・運用して、従業員が
安全・安心に働ける職場づくりに取り組んでいます。

最重要課題 労働安全衛生

安全衛生への取り組み

479
2020年度

KYシート抽出件数

件

フェイスシールドタイプの保護具

貢献する
SDGsの目標
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活動テーマ「作業環境改善による働き易さの追求」（佐野事業所 生産一部 生産三課）

労働災害ゼロの達成に向けた活動
■ 労働災害発生件数
　2020年度、鷲宮事業所で1件の不休災害が発生しました。
2020年度の目標も労働災害ゼロを掲げておりましたが、未達成
の結果となりました。
　今後も安全体感講習などを取り入れ、安全意識をさらに向上す
ることで労働災害の撲滅に努めます。

■ 労働災害の指標
　2020年度は休業災害の発生はなく、休業1日以上の度数率お
よび強度率は“0”となりました。今後も休業災害の度数率および
強度率の“0”を維持し、また、不休災害の度数率も“0”となるよ
う、危険に対する意識の向上に努めます。

　微粉製品を取り扱う際に発生する粉じん飛散による作業環境
の悪化が問題になっていました。また、可燃性粉じんは、粉じん爆
発を起こす可能性もあり、局所排気や集塵機を使う際は、帯電量
の調査など安全確認も必要になります。
　まず、職場独自の評価表を用いて現状把握と目標の数値化を
行い、快適な職場環境の実現に向け、粉じんの発生源を調査する

とともに改善活動に取り組みました。対策として集塵装置の充実
および集塵バランスを工夫し、帯電量調査など安全の確保を確認
した上で設定した数値目標を達成できました。
　活動の結果、粉じん飛散のない快適な職場環境を実現するとと
もに、作業後の清掃時間の短縮などの波及効果も得られました。

　換気が困難な事務所のため、 CO₂濃度の上昇が懸念される状
況でした。労働安全衛生法の事務所衛生基準規則では、空調設備
がある部屋のCO₂濃度を1,000ppm以下にする必要がありま
す。CO₂濃度が1,000ppmを超えると眠気に誘われ、さらに濃度
が上昇すると頭痛・倦怠感・注意力の散漫など健康に害を及ぼす

可能性があります。対策として換気扇の増設、扉に「ガラリ」の取り
付けを行い、十分な換気ができるように改善しました。
　また、日常のCO₂濃度を監視するため、CO₂濃度計を設置し、
1,000ppmを超えると警報が鳴るよう、監視しています。

快適な職場環境の実現に向けた活動

当社は、従業員によって抽出された潜在リスクの低減を図るとともに、必要に応じて他の職場にも情報を展開・共有して、労働
安全衛生に取り組んでいます。

最重要課題

安全衛生への取り組み

静電気対策のアースクリップは、カバー
内にあるビスが使用を繰り返している
間に緩み、接地が不十分になり、静電気
事故のリスクがある。

大地震のニュースで、事務所のコピー
機が高速で移動する映像をよく見るこ
とから、大地震発生の際にコピー機に
激突し怪我をする恐れがある。

●潜在リスク

安全衛生への取り組み 安全活動事例

チェックリストを作成しました。ビスに緩
みがないか、使用前に確認し、緩みが確
認されたら増し締めを行います。

●対策 ●対策

KYシート抽出事例④
●潜在リスク

市販の耐震用ストッパーをキャスター部
に取り付け、耐震対策を行いました。

KYシート抽出事例⑤ KYシート抽出事例⑥

点検記録

Before緩みの有無を確認するビス

「気づき」をふせんに書きボードに貼る 連結ホースの識別表示

After

　佐野事業所では、主にヒューマンエラーを防止するための「予防
対策チーム」を発足しました。職場の心地良さを追求するため、安
全・環境・省エネ・品質・5Sと多岐にわたる視点で職場ごとの「気づ
き」を募集。集まった「気づき」をふせんに書き出し、ボードに張り出
しました。そして、張り出した「気づき」に対する改善活動に取り組み

ました。予防対策チームで各職場を巡回することにより、他の職場
の「良いこと」を共有できるようになりました。
　2020年度は佐野事業所全体で598件の「気づき」を抽出し、
595件を改善。気付いたことをすぐに解決することでヒューマンエ
ラーを防止し、快適な職場環境の実現に一歩ずつ近づいています。

撹拌機横の集塵ホースを固定するスタ
ンドが大きく、設置場所が限られてしま
う。さらにスタンドが不安定なため、倒
れて怪我をする恐れがある。

●対策

●潜在リスク

スタンドを更新。台座の大きさも調整
し、壁と撹拌機台座の間にも入るように
なったので使い勝手も良くなりました。

メディカル材料部  佐野分室　
赤坂 信幸　換気改善前では、

事 務 所のCO₂濃度が
1,000ppmを超えることが
散見されましたが、改善
後は1,000ppm以下に抑
えられ、時々感じていた息
苦しさが解消されました。

佐野事業所  生産一部  生産三課
大豆生田 透　『働きやすい職場とは』と考え、微粉製品を

取り扱う職場ならではの問題点を洗い出し、粉
じん飛散環境の改善に取り組みました。活動の
結果、微粉飛散軽減による清掃時間短縮での
作業性向上と視覚的効果も得られました。今
回の活動で終わりにするのではなく、一歩ずつ
安心・安全で働きやすい職場を目指します。

Before After

帯電量調査

CO₂濃度計 ガラリの取り付け 換気扇の取り付け

労働災害数と度数率

休業1日以上の度数率と強度率

労災件数

度数率 強度率

度数率
7.00

6.00

0.00 度数率
不休災害
休業災害

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

7

2016年度

3.37 3.35 3.40

5.46

1.04

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

6

0

1

2

3

4

5

強度率
度数率

活動テーマ「事務所のCO₂濃度管理による快適な職場環境の実現」（鷲宮事業所 メディカル材料部 佐野分室）

活動テーマ「作業環境改善による働き易さの追求」（佐野事業所 予防対策チーム）

2
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1
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0

0.2
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0

Before After

0
0

2020年度
休業1日以上の度数率

強度率

1件
1.04

2020年度
労働災害数

度数率

労働安全衛生 貢献する
SDGsの目標
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環境活動

最重要課題 環境保全（環境負荷の低減）

　工場の使用電力のうち、夜間や休日も常に一定の電
力を消費する保温設備の運転条件に着目し、夏期（4～
9月）の省エネの検討を行いました。 
　現状の設定温度における保温庫内の場所による温
度の違いなどを確認。連続運転していた保温設備を
週末にOFFにした場合と、設定温度を下げた場合の
消費電力を比較し、安全と品質を確保しながら省エネ
効果が得られる運転条件を導き出しました。その運転
条件で稼働した結果、下記の省エネ効果を得ることが
できました。

活動テーマ「保温設備運転見直しによる省エネ」（佐野事業所 生産二部 塗料生産課 ）

塗料生産技術課
黒田 久

佐野事業所　生産二部
塗料生産課
亀山 学

　この度、このような賞を受賞
できたことは、大変光栄であり、
佐野事業所で働く社員の努力
の賜物と思います。今後とも、地
球環境の負荷低減のため、全
所一丸となって、「省エネ活動」
を進め、効率的な電気使用に
努めていきたいと思います。

　今回の活動を通じて、品質保
証と省エネ効果のバランスをと
ることの大切さや、省エネ効果
の算出方法など多くの学びが
ありました。工場内にはさまざま
な機器類があるので無駄なエ
ネルギー使用がないように管理
し、今後も省エネ活動に取り組
んでいきたいと思います。

渡邉所長コメント

　
当社は、化学物質と化学反応を取り扱う企業として地球と共生できる環境に配慮した製品を製造しています。また、事業活動に
伴う環境負荷を軽減するため、環境改善活動に計画的・組織的に取り組んでいます。

　各事業所のエネルギー管理員から構成される省エネ法対策委
員会では、CO₂排出量の削減とエネルギー消費原単位1％削減を
目指した活動を行っています。また、省エネ活動の推進体制を強

化すべく「省エネルギー方針」および「省エネルギー取組方針」を
定め、目的と活動の狙いをより明確にし、各事業所で方針に沿っ
た活動を行っています。

省エネ法対策委員会活動報告

省エネルギー方針

本ページをお読みいただく前に
・本ページは“事業活動から生じる地球や地域に対する環境負荷の低減”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度はエコビジョンの設定根拠、パフォーマンスデータ、改善事例について報告しました。
・2021年度は改善事例を主体にパフォーマンスデータの推移について報告します。

　EMS（環境マネジメントシステム）推進会議では、各事業所の環
境パフォーマンス（エネルギー使用、水使用量、廃棄物・CO₂の排出
状況）を収集し、エコビジョン目標の達成状況を確認しています。ま
た、今後の予測についても協議し、特にエネルギー使用状況は、売
上原単位だけでなく、生産量に対して妥当な使用状況かを確認し、
増減の原因について調査しています。その他、環境関係法令の改正
情報の展開とその対応、審査機関の審査による観察事項などの対

応状況の確認、マネジメントレビューによる社長所見の指示事項の
進捗確認など、マネジメントシステムの継続的改善を図りながら幅
広く活動しています。環境に関わるさまざまな外部情報を委員会で
確認し、全社で足並みを揃えた活動を行っています。
　また、環境に影響を及ぼす恐れのある事象が発生した場合、速や
かに各事業所に情報展開し、事象の原因、再発防止策を共有するこ
とで、同様の事象が発生しないよう、予防しています。

EMS推進会議活動報告

環境方針
1.　当社は、製品開発から購買、生産、物流、廃棄物処理のすべての過程において、外部及び内部の課題を明らかにし、
　  利害関係者のニーズを理解し、技術的、経済的に可能な範囲で環境改善活動に取り組みます。
2.　当社は、環境目標を設定するため、毎年「EMS 目標設定表」を見直します。
3.　当社は、有害な環境影響を低減するため、環境汚染の予防に努めます。
4.　当社は、資源を有効に利用し、環境を保護するため、環境配慮型製品の開発を促進します。
5.　当社は、気候変動を緩和するため、省エネ活動を推進します。
6.　当社は、環境関連の法規制、地域住民を含む約束した要求事項を順守します。
7.　当社は、環境マネジメントシステムを構築し、維持し、継続的に改善します。また、協力会社にも理解と実施を求めます。
8.　当社は、全社員が参画して、環境改善活動に取り組みます。
9.　当社の環境方針は、全社員及び一般に公開します。

　埋設配管は漏えいの検知が難しく、点検も困難なため、漏え
いの発見が遅れる側面があります。このことから鷲宮事業所で
は、可能なものは配管を地上に出すことで、配管劣化の点検実
施と漏えいが発生した場合の早期発見が可能になりました。

EMS活動事例

●４～９月の省エネ効果…1,665kW削減
●対策前比較……………64%削減

省エネルギー取組方針
当社は、環境負荷低減のため、常にエネルギーの効率的な活用に努力する。

1.
2.
3.

4.

5.

1.　当社は、エネルギーの効率的な使用を目指した事業活動を推進します。｠
2.　当社は、エネルギーパフォーマンス及び環境保全に配慮した製品を提供することで、社会貢献に努めます。
3.　当社は、全社員参画による省エネルギー活動を推進し、エネルギーパフォーマンスの改善を目指します。

【 目標 】エネルギーの使用に係る原単位：1％/年削減　
【 設備の新設・更新 】設備を新設及び更新する際には、エネルギー効率を考慮し、省エネ機器の導入を推進する。
【 設備の運用 】・主要な設備には、「管理標準」を設定し、運用する。
　　　　　　  ・電気需要平準化に配慮し、本社を除く各地区は、デマンド監視による電力ピークの抑制に努める。
【 活動 】・エネルギー管理統括者を議長として、「省エネ法対策委員会」を設置し、各地区の状況を管理する。
           ・各地区では、「省エネ法対策委員会」委員を省エネ担当者とし、省エネ活動を推進する。
           ・社員は、全社及び各地区の省エネ活動に対し、積極的に参画する。
【 教育訓練 】教育訓練については、『教育・訓練規定』に従い実施する。

省エネ活動事例

関東地区電気使用合理化委員会より
優秀賞を受賞（佐野事業所）
　電力の有効利用の推進や負荷率低減など、電気使用
の合理化に顕著な成果を収めた事業者および個人の
功績を称えるエネルギー管理の表彰制度において、佐
野事業所の省エネ活動が評価され、関東地区電気使用
合理化委員会から優秀賞を受賞しました。2021年3月
16日に委員会代表として、東京電力エナジーパート
ナー株式会社様が来所し、授与式が行われました。

水質汚濁防止法順守のための改善（鷲宮事業所）

埋設から地上に設置した配管

貢献する
SDGsの目標
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（環境負荷の低減）

当社は、独自の長期目標である「エコビジョン」を設定し、各目標の達成を目指して活動しています。

　2019年、沈降性排水を改善するための真空式固形分離装
置を導入しました。期待される効果として、①最終ピットの沈
降性汚泥排出量低減 ②凝集剤使用量低減 ③バキュームに
よる原液排出の低減があります。
　2020年度の活動の結果、①最終ピット手前の工程で約
0.4t回収することができ、その分の量を削減できたと考えて

います。②活動前の使用量4.823kg/㎥が4.296kg/㎥とな
り、約11%削減できました。 ③定常運転後、前処理汚泥槽の
バキューム処理がゼロになりました。
　1年間の稼働を通じて、最適運転条件を見つけることがで
きましたが、冬場の凍結防止策などの課題もあり、引き続き
「沈降性汚泥の低減」に向けた活動を継続していきます。

環境活動

最重要課題 環境保全

　

　2020年度のCO₂排出量は、2019年度と比較し、約9％の削減となりまし
た。原単位としては約6％の削減です。2020年度、CO₂の排出量が大きく
削減できた理由として、2019年度と比較し、燃料使用量の削減が大きく寄
与していると考えています。また、電力使用量削減と電力のCO₂排出係数
が小さくなったことも要因と捉えています。
　エコビジョンの2020年度排出量目標値は、2013年度対比2.9%の削減
です。結果は目標を大きく上回る23.0%の削減をすることができました。
　今後も継続的なエネルギー使用の改善を行うことで、CO₂排出量の削減
に努めていきます。

CO₂排出量と原単位の推移
2030年度までに2013年度比7%削減する。

●CO₂排出量と原単位の推移
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目標

　2020年度の廃棄物排出量は、2019年度と比較して、約4％の削減とな
りました。原単位としては約1%の削減です。2020年度実績としては、汚泥
排出量が2019年度に続き削減されたことが大きく寄与しています。その
他、廃プラスチック類などの廃棄物排出量も削減されました。
　エコビジョンで設定した2020年度の排出量目標値は、2017年度対比
4.2％削減です。結果は20.5%削減し、目標を達成することができました。今
後も、工程管理や在庫管理などの多角的な視点により、廃棄物の削減に向
けた活動を継続したいと考えます。

廃棄物排出量と原単位の推移

2022年度までに2017年度比７％削減する。目標

　2020年度の原単位は、約4％削減となりました。また、2020年度のエネ
ルギー使用量は、2019年度と比較して、約7％の削減となりました。2020
年度は、コロナ禍などの影響により大変な状況下でしたが、電力使用量の
削減に加え、燃料関係の使用量削減が寄与した結果と考えております。
　エコビジョンの2020年度の目標値は、14.94です。結果は15.22と未達
となりました。
　今後も、省エネ活動を継続し、エネルギーの効率的な使用、無駄の排除を
推進することで使用量および原単位の削減に努めていきたいと考えます。

エネルギー使用量と原単位の推移

5年間平均エネルギー消費原単位の年1%以上低減を継続する。目標

環境活動の長期目標「エコビジョン」について

汚染対策
■ VOC排出量の削減　 
　2020年度のVOC排出量は、2019年度と比較し、約9％削減と
なりました。コロナ禍の影響もありますが、トルエン、キシレンなど
のPRTR物質を削減した製品の上市により、これらの取扱量が削
減されたことが寄与していると考えます。
　今後もトルエン、キシレンを中心としたPRTR物質の削減および
VOC削減に努めていきたいと考えます。

温暖化対策
■ 特定フロン（R12、R22）の全廃計画
　佐野事業所・久喜物流センター・名古屋営業所では特定フロン
の全廃計画に基づき活動し、特定フロンの全廃が完了しました。
鷲宮事業所については引き続き全廃に向けた活動を継続し
2022年に完了する予定です。

　継続的に省エネを含む環境投資を行っています。2020年
度は合計で約1.2億円、原油換算で約100kl/年の効果が見
込まれる投資を行いました。今後も積極的に環境投資を行っ
ていきます。

■ 照明器具LED化の推進計画
　当社は照明器具の蛍光灯について、すべての事業所でLED化
する計画を立てました。2023年に完了する計画です。蛍光灯を
LED化することで、電力使用量が約30%削減すると言われていま
す。照明器具の電力使用量を削減することで、CO₂排出量削減に
もつながると考えています。
　今後、実施した効果をCO₂換算で監視していきます。

■ 省資源化対策・水使用量と原単位の推移
　2020年度の水使用量は、2019年度比約18％削減しました。
用水使用の改善活動により、大きく削減する結果となりました。
　今後も、製品製造に関係する用水の使用量増加が見込まれま
すが、大切な資源である水の使用量削減を継続していきます。

＊3か年の投資金額合計：1.3億円

●環境投資報告

■ 沈降性排水の改善

　廃棄物処理業者の視察を定期的に実施していますが、
2020年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により実施を
見送りました。2021年度は、状況に鑑み再開する予定です。

■ 廃棄物処理施設の視察

環境改善対策

エコビジョン目標値（排出量）排出量 原単位

使用量（kl） 原単位（kl/億円）

●エネルギー使用量と原単位推移

●廃棄物排出量と原単位の推移
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　国連の「SDGs（持続可能な開発目標）」において、企業に期待す
る役割が増加しました。またCSRに対する考え方は｢本業による社
会課題の解決・社会への貢献｣へとシフトしています。
　当社は化学物質を取り扱うメーカーとして、社会課題の中でもと
りわけ環境課題への取り組みが重要と考え、本業を通じた解決と自
社製造工程の改善による環境負荷低減の両面から活動していく方
針です。

自社の固有技術や製品を活用

本ページをお読みいただく前に
・本ページは“本業でのCSR活動で社会に貢献する”を目的とした事業活動における当社製品の紹介を報告しています。
・2020年度は環境貢献の視点から3事業での製品を、社会貢献の視点から2事業と1分野での製品を報告しました。
・2021年度はSDGsへの取り組みから、5事業1分野の製品を報告します。

当社は、事業活動を通じた環境と社会への貢献活動を展開し、企業としての社会的責任を果たしていきます。

最重要課題 事業を通じた環境・社会貢献

事業を通じた環境・社会貢献

環境と社会貢献の基本的な考え方
事業活動を通じて環境保全、より良い社会の実現に貢献する

環境と社会課題の解決
（環境保全、交通安全、医療・健康など）

社員一人
ひとりの

環境に対する
意識向上

自社製品工程の
改善による
環境負荷の
低減

自社の固有
技術や製品を
活用した
貢献

コーティング事業

水質汚染を減らしたい
　美観部品で使われる蒸着用塗料は、大量の汚染排水を生んでしまうめっき加飾技術の代替技
術として産業問わず広がりを見せています。当事業部の蒸着用UV塗料は基材を問わず硬いも
のから軟らかいものまで塗装することができ、色、艶などを調整することであらゆる金属の風合
いを再現することができます。
　加えて、近年では電波透過性を有した金属表現として、美観と機能性を合わせもった不連続
蒸着塗装仕様を開発し、家電や自動車のミリ波レーダーのエンブレムなどに採用されています。
　今後は溶剤系から水系化、溶剤を減らしたハイソリッド化、高圧水銀灯から省エネのLEDラン
プでの硬化など、塗料でできる環境貢献をさらに推し進めていきます。

　複写機用トナーの原材料の一つとして使用されているのが、粒子の電荷をコントロールする
電荷制御剤です。今までは無機系の制御剤が使用されていましたが、有害要素があり、昨今の化
学物質規制の対象となりつつあります。当事業部は安全性の高い有機系ポリマーでの電荷制御
剤開発に成功し、上市しています。
　トナーは、微量ながら大気に排出されることがあるため、今後も安全性を考慮し、有害物質の
排出を抑制した製品開発に取り組みます。

環境貢献製品

電子材料事業

　導電性ペーストはフィルム基材への塗布により、たわみ、折り曲げに追従した回路形成市場
にエントリーしています。当事業部は、従来製品では成しえなかったストレッチャブル導電回路
用ペーストを上市し、ヘルスケア、医療用品、自動車内装スイッチ分野等に貢献していきます。
例として、ジョギング、ウオーキング時の心拍数情報や日常生活における体調管理、介護・医療
分野では心疾患の早期発見に活用でき、あらゆるトレンド市場でウエアラブルデバイスに活用
していきます。

メディカル材料分野

　疾病の早期発見や定期的なモニタリングは、予防や重症化リスクの低減に有効であり、医療
費の低減にもつながります。当部では、微粒子合成技術を応用した診断薬用ラテックス粒子や
ラテックス比濁試薬など、さまざまな製品を開発しています。これらを適正な価格で世界中に
普及させることで、人々のQOL※向上に貢献していきます。

合成樹脂事業

　当社のグループ会社である藤光樹脂では、合成(特にアクリル)
樹脂の専門商社として長年培ったノウハウや知見を活かし、コロ
ナ禍の社会要求に対応した飛沫感染防止製品の開発と販売に努
めています。
　特にアクリル樹脂の優れた特性の一つである透過性は良好な
視界を得ることができることから、さまざまな業界の新たなシ
チュエーションで使用されることになりました。

社会貢献製品

塗料事業

　これまでのメタリック調塗料は、吹き付けによる施工が一般的でしたが、現場塗装では、光輝
材の配向ムラが生じるなど、施工面での難しさがありました。また、溶剤型塗料が主流で、安全
性でも課題がありました。
　当事業部は、独自の塗料配合技術を駆使し、新たに意匠性、耐久性、安全性及び現場施工性
に優れた、水系メタリック調塗料「フェロブリエ®」を開発上市しました。「フェロブリエ®」により、
新築だけでなく、既存の建物の再生でも、高意匠のメタリック調仕上を付与させることができ
るようになりました。
　今後も建物の再生や付加価値向上につながる塗料の開発を推進し、環境と社会へ貢献して
いきます。

蒸着用UV塗料

メタリック調塗料「フェロブリエ®」

伸縮可能なストレッチャブル
導電回路用ペースト

右：診断薬用ラテックス粒子セット
左：ラテックス比濁試薬

透明アクリルパネル 演台用モスマイト

安全性の高い有機系ポリマーの
電荷制御剤を使用したトナー

ヘルメット用フェイス
シールド(夏場のマスク
着用による体への負担軽
減）

化成品事業

有害物質をなくしたい

素材や建物の意匠性を高めて有効活用したい

人々の暮らしを豊かにしたい

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジに貢献したい

感染症を防ぎたい

※QOL：Quality of Life　「生活の質」

貢献する
SDGsの目標



39 FUJIKURA KASEI GROUP CSR REPORT 2021 40藤倉化成グループ CSRレポート 2021

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

当
社
の
C
S
R
　
従
業
員
の
働
き
方
と
健
康

労
働
安
全
衛
生

環
境
保
全（
環
境
負
荷
の
低
減
）

化
学
物
質
管
理

事
業
を
通
じ
た
環
境・社
会
貢
献

地
域
社
会
へ
の
貢
献

品
質
活
動

グ
ル
ー
プ
会
社
の
C
S
R
活
動

製品の化学物質についての制限
化学物質は、生活に有用な物質です。半面、取り扱いを間違えれば人に健康被害をもたらすこともあります。当社は化学物質
を扱う企業の社会的責任として、直接取引のある会社はもちろんその先も視野に入れた管理体制を敷いています。

最重要課題 化学物質管理

信頼を繋ぐ化学物質管理

　当社はCMSを構築し、他のマネジメントシステムと組み合
わせて効率的な運用を進めています。CMSの基本的な考え
として以前より化学物質管理マニュアルを作成し運用してい
ましたが、社会の変化に合わせ見直しを行い2021年4月に
改定しました。
　新しいマニュアルは最新のJISZ7201:2017に対応する

よう、JAMP（アーティクルマネジメント推進協議会）発行の
「製品含有化学物質管理ガイドライン第4.0版」に準じて作成
しました。
　これにより当社製品の化学物質管理がよりスムーズに進
むと考えています。また、マニュアル収載の「化学物質管理
方針」は当社ホームページで公開しています。

　KPIに取り上げているように、化学物質管理を適切に行う
ためには、従業員の力量向上も欠かせない要素です。当社に
入社した従業員は、状況に応じて定期的に講習会を受講しま
す。すべての従業員に受講が義務付けられた講習会として、
入社時講習、入社約半年後に行うフォローアップ講習があ

り、すべての従業員が受講することによって、最低限の力量
を確保しています。その他に担当業務に応じて、FCDBを適
切に使用するための講習会や、各国化学物質管理法令につ
いて等、社内講習会だけでなく社外講習会を適切に組み合
わせて力量の向上を図っています。

化学物質管理マニュアル改定

　従来から実施している原材料情報更新も、KPIに取り上げ
て活動しています。情報更新が必須なもの、必須ではないが

更新が望ましいものと分類し、情報の更新を行っています。
今後も引き続き適切な情報更新を実施していきます。

化学物質管理方針
1.

2.

3.

4.

5.

当社は、製品の設計・開発から購買、生産、物流、廃棄物処理の全ての過程で化学物質に関わる人及び環境に対し、
より安全に化学物質を取り扱える仕組みを構築します。
当社は、化学物質関連の法規制、顧客要求事項を順守します。
また、当社の製品に含有する化学物質情報は適切に顧客に伝達します。
当社は、より良い化学物質管理活動を行うために継続的に改善し、適切な化学物質の取扱いを行います。
また、当社の全ての過程に関わる人に対して健康被害防止、及び環境汚染防止に努めます。
当社は、化学物質管理への理解と意識向上のため、全社員に教育や啓発活動を実施します。
また、取引先にも理解と協力を求めます。
当社の化学物質管理方針は、一般に公開します。

DB

藤倉化成

藤倉化成化学物質データべース 〔FCDB〕

販売先様等仕入先様等

化学物質情報

法令

原材料情報

製品情報

チェック 製品提案

SDS新規製品
情報

SDS作成
 システム※4

顧客管理
基準文書

新規原材料
情報

顧客管理
基準文書

成分表
Chem SHERPA※5
IMDS※6等の
情報提供

チェック

　化学物質を取り扱う当社は、当社製品を製造する従業員や当社
製品を直接ご使用いただくお客様はもとより、エンドユーザーまで
多くの方々の健康に配慮するとともに、環境に著しい悪影響を及ぼ
さない製品を設計することが重要と考えています。
　そのために化学物質管理システム（CMS）を構築しQMS※1、
EMS※2、OHSMS※3に組み込み運用しています。

　また、製品に含まれる化学物質の含有情報も適切に伝達しなけ
ればなりません。このために、当社は『藤倉化成化学物質データ
ベース（Fujikura Kasei Chemical Data Base、略称FCDB）』を
核とした下図のような仕組みで化学物質管理を行っています。これ
らの仕組みを通じて、当社はお客様にご安心いただける製品の提
供を心掛けています。

化学物質管理への取り組み

■ 化学物質管理の仕組み

本ページをお読みいただく前に
・本ページは“適切な化学物質の管理”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度は化学物質管理を進めるうえでの当社の管理体制を報告しました。
・2021年度は化学物質管理の社内浸透活動を含めて報告します。

　健康や環境に著しい悪影響を与える物質は、法律や業界などで
規制されています。当社も幅広くこれらの物質を特定し「使用禁
止物質」としています。使用禁止には至らないものの影響が懸念
される物質は「許可申請物質」として、当社の化学品管理推進会
議でのアセスメントを経て使用可否や制限を決定して管理してい

ます。用途や国によって一部制限されている物質については、幅
広く「管理物質」として情報提供を求め、適切に管理しています。
　法令等によって新たに規制される物質や、含有が判明した規制
物質は、弊社基準に従い代替品への置き換えや使用停止など、状
況に応じて適切に対応しています。

※1「QMS」はQuality Management Systemの略称で品質マネジメントシステム。
※2「EMS」はEnvironmental Management Systemの略称で環境マネジメントシステム。
※3「OHSMS」はOccupational Health and Safety Management Systemの略称で労働安全衛生マネジメントシステム。
※4「SDS」はSafety Data Sheetの略称で安全データシート。
※5「Chem SHERPA」は製品含有化学物質の情報伝達共通スキーム。
※6「IMDS」はInternational Material Data Systemの略称で材料データベースや伝達の仕組み。

従業員への講習会実施

化学物質情報の更新

貢献する
SDGsの目標
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コンプライアンス委員会の活動

コンプライアンスへの取り組み

当社は、コンプライアンス順守は企業活動を行っていく上での礎であると捉えています。法令順守は当然として、お客様との
約束事項、社会ルールや規範などコンプライアンスの範囲は多種多様にわたります。また、グローバル展開を行う当社は、関
連会社が所在するそれぞれの国や地域の慣習にも配慮しつつも、グローバルスタンダード（人にやさしく、地球にやさしい）の
コンプライアンス構築を目指して推進していきます。

最重要課題 コンプライアンス

コンプライアンス

コンプライアンス組織図
藤倉化成

取締役会、監査等委員会

コンプライアンス委員会
（事務局）

グループ各社のコンプ
ライアンス推進担当者

藤倉化成グループ外
（外部通報）

顧問弁護士事務所

ホットライン

コンプライアンス委員

部門長

部員

部門長

部員

： 教育・管理
： 報告・相談

連携
藤倉化成 グループ会社

■ コンプライアンス推進体制
　当社は、グループ全体のコンプライアンス
の強化のため、コンプライアンス委員会の下、
当社にコンプライアンス委員、主要子会社に
コンプライアンス推進担当者を任命していま
す。具体的な活動としては、部門やグループ会
社の委員に対し、法規制の動向等の確認およ
び従業員向けの勉強会を実施しています。
　また、「コンプライアンス・ホットライン」（内
部通報制度）を設けています。法令違反など
の恐れのある不正な行為や事業活動を従業
員が知り得た場合、コンプライアンス委員会
事務局または顧問弁護士事務所に通報でき
る制度で、通報者に一切の不利益が生じない
よう定められています。

　当社グループは、役員・従業員一人ひとりに
ついて「コンプライアンス憲章」および「行動
基準」に基づいた誠実で公正な企業活動を追
求し行動しています。 ・法令や社会規範を順守し、より高い倫理観を持って行動する。

・基本的人権や個性を尊重し、いかなる差別も排除する。
・各国の文化や慣習を尊重し、環境保全や地域社会に貢献できる事業活動を行う。
・徹底したリスク管理で職場や地域社会の安全衛生を維持・向上させる。
・公正で透明な取引とタイムリーな情報の開示で、ステークホルダーとの信頼を築く。
・企業情報、個人情報、他社情報は、厳重な管理を行う。

藤倉化成グループ コンプライアンス憲章

｢公正取引｣分科会

｢情報セキュリティ｣分科会

■ コンプライアンス推進体制の構築  ■ 全社順守状況の確認と情報の共有  ■ 改善に向けての計画の立案
委員長 ： 取締役管理本部長  事務局 ： 管理部長

委員

■ 各システムの
　 法令順守状況報告
    品質保証部長
    環境安全部長
    輸出管理室長

委員
（マネジメントシステム関連）

■ 委員会決定事項の社内展開
■ 各社の順守状況報告
    フジケミ東京  フジケミ近畿
    フジケミカル   藤光樹脂

コンプライアンス推進担当
（国内関連会社）

■ 管轄部門の順守体制構築
■ 順守状況の確認と報告
    管理部長　監査室長
    経理部長　資材部長
    情報システム部システム課長

委員
（管理・間接部門関連）

コンプアイランス委員会

■ 順守体制の整備が遅れている分野の体制構築
「公正取引」「情報セキュリティ」

分科会

■ 委員会決定事項の展開
■ 順守確認と報告
    佐野事業所佐野管理部長
    鷲宮事業所技術管理部長

委員
（事業所関連）

■ 委員会運営のサポート
   CSR推進室長

■ コンプライアンス委員会の構成と役割

本ページをお読みいただく前に
・本ページは“社会からの信用の基盤となる法令や社会規範の順守”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度はガバナンスを含めて当社のコンプライアンス推進体制を報告しました。
・2021年度はガバナンスを別のページに移行しコンプライアンスのみの記載とし、コンプライアンス活動を加えて報告します。

■ コンプライアンス委員会活動報告
　コンプライアンス委員会では、当社グループが企業活動を行っ
ていく上で重要となる項目を再確認するため、コンプライアンス
チェックシートを作成し、現状把握、関係法令の抽出を行いました。
　チェックシートについて検討を行った結果、当社グループとし
てコンプライアンス体制の整備が遅れていると考えられる「公正
取引」「情報セキュリティ」の2つの分野について、コンプライアン
ス委員会の中に分科会を立ち上げました。分科会は各拠点の管
理部門や各事業部門のメンバーで構成されており、法令の確認、
チェック体制の整備などの活動を進めることにしました。
　2021年3月、第1回目の分科会を開催し、初回は専門家を招い
た勉強会や教材の視聴、現状把握、課題の確認等を行いました。引
き続き、より良いコンプライアンス体制の整備に努めていきます。

貢献する
SDGsの目標
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　各地区の安全衛生委員会では新型コロナウイルス感染症
対応についての情報交換、中央安全衛生委員会では全社的
な波及効果を期待し、継続して各地区の取り組み事例を紹介
しました。「職場で感染者が発生した場合の対応手順」や「在
宅勤務・時差出勤を推奨」などの通達事項に加えて、非接触
体温測定器やアルコール消毒器、アクリルパーテーションの

設置や、昼食2部制の取り組みなど、各地区で実施した感染予
防対策を紹介しました。これらの情報は、各地区の新型コロナ
ウイルス感染症対策へ活かされ、全社的な対策レベルの向上
へつながりました。今後も、安全衛生委員会では、各地区との
コミュニケーションを通じて、有益な情報の発信に努めていき
ます。

　当社のBCPにおいては、感染症の流行についても災害リスク
の一つとして捉えており、その基本的な対策についても記載がさ
れています。
　今回の新型コロナウイルス感染症の蔓延に際しては、流行状
況に関する情報収集やマスクの着用、手指消毒、健康観察といっ
た各拠点の個別の対策は徹底できているものと考えています。
　しかしながら、在宅勤務環境の整備や感染疑い時の対応など、 

十分な想定がなされていなかった点については、状況に応じた案
を適宜取り入れ、対策の質の向上を図りました。
　今後は、目の前の問題への個別対応が主となり体系的な動き
が取れなかった点を反省し、感染症対策はもちろん、これからの
BCPの再構築に向け、この経験を活かした見直しを進めていくこ
ととしています。

リスク対応活動：感染症対策に関するBCPの運用

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）対策

　当社では、機密情報や個人情報などの管理すべき情報の漏えい
防止に対し、リスクの低減を行っています。　
　2019年度にはグループウェア関連のシステムをクラウド環境に
切り替え、あわせて社内システム接続のルールも新たに発生する脅
威に対応して刷新しました。　
　2020年度、コンプライアンス委員会内に情報セキュリティ分科
会を設立しました。昨今標的型攻撃メールや、ウイルス感染による

機密情報・個人情報の漏えいが多くの企業で発生しています。それ
らの脅威に対する社会の意識も高まり、法令の整備も進んでいま
す。
　情報セキュリティ分科会では、各部門で扱う情報の洗い出しやそ
れぞれの情報の評価等を行っています。分科会の活動によりソフ
ト、ハードの両方から情報セキュリティにおけるリスク対策を講じ、さ
まざまな情報を適切に取り扱えるように展開していきます。

最重要課題 リスクマネジメント

リスクマネジメント

貢献する
SDGsの目標

本ページをお読みいただく前に
・本ページは“リスクが顕在化した時に事業活動への影響を最小限に抑える”を目的とした活動を報告しています。
・2020年度はリスクマネジメントの当社の考え方と活動事例として防災訓練と情報セキュリティについて報告しました。
・2021年度は情報セキュリティのその後の進展、リスクが顕在化したパンデミックインシデントである
 新型コロナウイルスの感染予防対策について報告します。

当社では、健全かつ円滑に事業運営を行うために、業務全般に関してのリスクを未然に防止するための管理体制を整備すると
ともに、リスクが発生した場合の対応方法を定めています。

　当社は、重大な危機の発生を未然に防ぐこと、および万一重大な
危機が発生した場合に事業活動への影響を最小限に留めることを
経営の重要課題と位置づけています。ステークホルダーへの影響
を極力小さくするリスクマネジメント体制の確立に努めるとともに、
リスクの種類に応じた対策を行います。

リスクマネジメントの考え方

■ リスク対応の基本的な考え
　経営に関わるリスクを抽出するなど、万一の事態発生に際してリスクマネジメントのプロセスを明確にしています。リスクに応じた適切な対
策を講じることで災害に強い企業体質の構築を目指しています。

■ 情報セキュリティ

リスクの種類

環境

労働安全衛生

品質

経理

その他（平時）

その他（有事）

管理体制

環境マネジメントシステム

労働安全衛生マネジメントシステム

品質マネジメントシステム

計数的管理

リスク管理全体の総括

対応の総括

主担部門

環境安全部

環境安全部

品質保証部

経理部

コンプライアンス委員会

緊急対策本部（本部長：社長）

リスクの発生確率を低くする対策を講じる
（例えば人為的災害発生の防止活動など）
リスクが発生した時の影響を小さくする対策
を講じる（例えば自然災害対応など）
リスクが発生した時にその影響を第三者に
移す対策を講じる（例えば保険に加入など）
リスクの発生を認めて何もしない

「実行」におけるリスク対策のパターン

①予防：

②軽減：

③移転：

④容認：

換気状況の可視化
高精度CO₂センサの導入

飛沫防止シートの設置 昼食の2交代制、黙食の実施 応接室・会議室の定員見直し

情報の共有による啓発活動
デジタルサイネージの活用

体調管理
非接触体温計の導入

　事業所内の情報共有のために使用
していたデジタルサイネージに、新型
コロナウイルスの感染状況や事業所
内での対策通知
を追加しました。
日々最新情報へ
の更新を行って
います。

1. 自社に関わるリスクを抽出する

7. 対応策の見直しを行う

6. 対策を評価する

5. 対策を実施する

3. リスクの大きさにより、取り組む
　 事項の優先順位づけを行う

2. 抽出したリスクの大きさを
　 見積もる（評価する）

4. それぞれの対策を立案する

A（改善）

P（計画）

D（実行）

C（評価）

感染予防対策例

安全衛生委員会での活動事例

　出入り口に非接触体温計を導入し
ました。従業員には出社時の計測を義
務化し、来所される外部の方にも測定
のご協力をお願いし
ています。
　日々の体調管理
は、自分自身だけで
なく周囲への感染拡
大の予防につながり
ます。

　新型コロナウイルス感染症対策に
おいて重要な換気状況を確認するた
めの高精度CO₂センサを導入しまし
た。室内空間の
CO₂濃度を可
視化すること
で、適切な換気
を行えます。

　従業員同士の飛沫による感染を防
ぐため、飛沫防止シートを設置しまし
た。在宅勤務が困難な職場や、スペー
スの確保が難し
い職場でもそれ
ぞれが対応可能
な対策を講じて
います。

　食事時はマスクを外し、従業員同士
の会話もはずむため、感染リスクが高
まります。そのため昼食の2交代制を
実施、また黙食
が行えるように
テーブルや椅子
の配置を対面か
ら一方向に変更
しました。

　人と人の距離を取るために、会議
室や応接室の定員を約半分にしまし
た。使用できない椅子への表示や、部
屋ごとのアル
コール消毒液の
設置、会議後の
テーブルの清掃
を実施していま
す。

CO₂センサ

飛沫防止シート（事務所内） 食堂のテーブル配置 応接室内

デジタルサイネージ 非接触体温計

貢献する
SDGsの目標
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理念活動 表彰

品質活動優秀実施賞 表彰

品質方針
1.　当社は、常に創意をもって製品作りに取り組み、「品質は、質と速さを！」で、顧客満足度ナンバーワンを目指します。
2.　当社は、品質重視の経営を一層強固なものとするため、ISO9001 品質マネジメントシステム規格の適合と継続的改善による
　  有効性の向上を図ります。
3.　当社は、顧客の期待に応えるため、品質目標を設定し、達成度を評価して品質改善活動を全社に展開します。
4.　当社は、品質方針を全社員へ伝達し、理解と浸透を図ると共に品質目標の実現のため、全社員への教育と啓発活動を実施します。
5.　当社は、品質方針との整合性ある品質マネジメントシステムの運用を維持するため、定期的にその適切性をレビューし、
　  必要な見直しを実施します。

当社の製品は、企業のお客様に生産財としてご購入いただいています。品質保証活動では、お客様に「藤倉化成の製品を購入す
れば、間違いなく安心だ」との確信をもっていただけるよう、製品品質の向上にとどまらず、仕事の質の向上にも努めています。

品質活動

お客様の目線に立った製品作り
社長

環境
安全部

品質
保証部資材部

生産部各事業部

品質保証推進会議（品質）管理責任者

　当社は、常にお客様目線に立った製品作りに取り組み、全社一体となって品質保証活動を進めています。

品質保証の基本的な考え

品質保証体制

※5 キーワード：「創出」「チャレンジ」「信頼」「心地よさ」「約束」の5項目

＜全社＞
コーティング材、導電性ペースト材、化成品（体外診断用医薬品及び
その他メディカル材料部で取り扱う全ての製品を除く）の設計、製造、販売

ISO9001

マネジメントシステム 適用範囲取得年

ISO13485
医療機器産業に特化した

国際規格

IATF16949
自動車産業に特化した

国際規格

＜メディカル材料部＞
体外診断用医薬品及びその他メディカル材料部で取り扱う
すべての製品の設計、製造、製造販売

＜電子材料事業部＞
導電性および絶縁性ペースト材の設計及び製造

※1 一般社団法人日本能率協会 審査登録センター　※2 SGSジャパン株式会社　※3 ロイドレジスター クオリティ アシュアランス リミテッド

1999年※1

2007年※2

2019年※3

品質保証のための各種活動

製造拠点のある国内外のグループ会社のISO9001認証取得状況

国内

製造拠点
会社数

4

10

14

1 25%

90%

71%

9

10

認証取得数 認証取得率

海外

合計

■ 品質マネジメントシステムの認証取得
　当社は、お客様の期待に応えるため、ISO9001品質マネジメントシステムの認証を取得・維持し、製品品質の保証にとどまらず、仕事の質
の向上にも努めています。また、一部の事業部門においては、高度化が進む顧客要求に応えるべく、産業分野に特化した品質マネジメントシ
ステム（ISO13485、IATF16949）の認証を取得・維持しています。

■ 品質保証体制
　当社は、製品品質の確保（製品含有化学物質管理含む※4）のた
め、製品の企画・設計・製造・出荷・お客様にご使用いただくまで
の全プロセスの体制を備えています。
　品質不具合や顧客苦情が発生した際には、事業部、生産部が一
体となって原因究明および再発防止への活動を実施します。品質
保証部は、常にお客様目線に立って品質保証するため、各事業部
および生産部から分離独立した社長直轄部門としています。
　また、各事業部・各部門のメンバーが参画する品質保証推進会
議を設置し、全社の品質マネジメントシステムの維持・改善、品質
問題解決のための提言等の活動を進めています。
　2018年度からは、品質保証部が主体となり、顧客苦情の未然
防止を目的としてデザインレビューの早期実施に関する促進支
援を実施しています。また、発生した顧客苦情に対しては、対策の
レビューとフォローアップの強化による再発防止に取り組んでい
ます。

■ 藤倉化成グループの品質維持活動
　当社は、当社グループ全体での品質向上を図るため、国内外の
グループ会社のISO9001の認証取得を推進するとともに、品質
維持活動を展開しています。製造拠点のある国内外のグループ
会社14社におけるISO9001認証取得数は2021年6月に海外
で1社が増え現在10社（71％）となっております。
　2020年度は新型コロナウイルスの影響により、グループ会社
への現地訪問は実施できませんでしたが、Web会議等を通じた
意見交換を実施し、お互いの品質維持に努めました。

■ 品質改善活動
　当社は、全社的な改善提案制度を設け、その中で品質改善につ
ながる活動にも努めています。
　2020年度、例年実施している全社従業員が参集しての活動事
例の発表会は、新型コロナウイルスの影響により中止となりまし
たが、同年度も、品質面において優秀な改善活動に対して、品質
活動優秀実施賞が表彰されました。活動内容としては、当社の品
質管理体制に対してお客様からの信頼を獲得し、お客様における
当社製品の受入検査廃止およびそれに伴う納期の短縮を実現し
たものです。
　また、当社の経営理念における行動指針をキーワード化※5し、
全従業員への経営理念の意識づけと改善活動を目的とした理念
定着活動も行っています。その中で2020年度は、塗料の品質
アップに貢献した活動が、キーワード「信頼」の部門で表彰されま
した。

※4 製品含有化学物質管理については、P39-40 化学物質管理の項で述べています。

貢献する
SDGsの目標



2019年度の活動概要（ダイジェスト）
2019年度は、各事業所とも活発な地域貢献活動を行いました。佐野事業所では東日本に発生した台風の災害復旧のボランティア活
動を行い、鷲宮事業所ではフードロス対応として福祉施設に備蓄食料品を提供しました。

　当社には5か所の事業所があり、それぞれの事業所が属する地域の皆様も当社にとってのステークホルダーです。地域の皆様との共存共
栄の関係を目指して、当社は地域貢献活動に取り組んでいます。
　前年度CSRレポートでは、2019年度の各事業所の主な地域活動をご報告しました。しかし残念ながら2020年度は、コロナ禍の影響により、地
域の方々と連携した活動や地域の皆様にご参加いただく活動が相次いで中止となりましたので、事業所主体の活動について報告します。

■ 鷲宮事業所の地域活動
　鷲宮事業所（埼玉県久喜市）の最寄駅であるJR宇都宮線東鷲宮
駅は、2015年東京駅に直通したことから、多くの住宅が着工し、新
しい住民が増加しています。
　一方で鷲宮事業所は、多くの社有車を保有しています。さらに、
当事業所勤務者142名中61名が車通勤者のため、安全運転への

参加したドライバーに交付される無事故無違反の証と
なるSDカード。参加期間だけでなく、継続中の全期間が
記載されます。

キムラユニティー株式会社は、公益社団法人愛知県交
通安全管理協議会の後援を受け、交通事故防止に取り
組む活動を行っています。鷲宮事業所はこの趣旨に賛同
し、同社が企画した「100日間無事故キャンペーン」に参
加し、100日間の交通無事故を達成しました。この成果
に対し、鷲宮事業所は埼玉県にありますが、愛知県交通
安全管理協議会から感謝状をいただきました。

取り組みは地域の皆様に対する重要な活動項目の一つとなってい
ます。
　2020年度、鷲宮事業所では安全運転管理者を置いている事業
所として、以下の取り組みを通じて車通勤者への啓発活動を実施し
ました。

埼玉県安全運転管理者協会主催

｢交通事故防止コンクール(8月～1月の6か月集計)｣への参加

キムラユニティー株式会社主催

｢100日間無事故キャンペーン｣への参加(9月～12月)

2020年度の地域貢献活動
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当社は、地域社会とのコミュニケーションに努め、事業や社員を通じた社会貢献活動を実践し、
地域社会とのコミュニケーションづくりを大切にしています。

地域社会への貢献

地域社会への貢献
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グループ会社のCSR
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藤倉化成グループには、世界中に｢ともに働く仲間｣がいます。国や地域によって法律や慣習、考え方に違いはありますが、CSRで
目指す方向は同じです。グループとしてのCSR活動は始めたばかりで、グループ各社のCSR活動の歴史や規模により活動内容の
レベル差はありますが、今後グループ全体の底上げを図り、より充実した活動報告をお届けできるように努めていきます。

本社事務所
佐野事業所
鷲宮事業所
久喜物流センター
名古屋営業所

フジケミ東京
フジケミ近畿
フジケミカル
藤光樹脂

藤倉化成 レッドスポット

藤倉化成塗料（天津）

上海藤倉化成塗料

藤倉化成（佛山）塗料

フジクラカセイベトナム

フジクラカセイタイランド

フジクラカセイマレーシア フジクラカセイインドネシア

フジケム ソネボーン

フジクラカセイ
コーティング・インディア

グループ会社ネットワーク

事業概要

国内グループ会社

海外グループ会社

フジケミ東京株式会社
東京都中央区日本橋堀留町1-2-10　日本橋堀留町ファースト5階

【主な業務】
建築用塗料の販売・施工管理

フジケミ近畿株式会社
大阪府大阪市北区天満1-3-21　ニチレイ天満橋ビル1階

【主な業務】
建築用塗料の製造・販売・施工管理、プラスチック用コーティング材
の製造・販売、導電性塗料・化成品の販売

フジケミカル株式会社
福岡県福岡市中央区荒津2-3-10

【主な業務】
建築用塗料の製造・販売・施工管理

藤光樹脂株式会社
東京都中央区築地1-13-14　NBF東銀座スクエア7階

【主な業務】
合成樹脂の原材料販売、加工品の販売

藤倉化成塗料（天津）有限公司
Fujikura Kasei Coating (Tianjin) Co., Ltd.
Room2706, TEDA CENTRAL HOTEL,
NO.16, 3rd Avenue, TEDA, Tianjin, China 300457

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

フジクラカセイコーティング・インディア
Fujikura Kasei Coating India Private Ltd.
PLOT NO. 201-202, 225-226, SECTOR-9, PHASE-3, 
IMT-BAWAL, 123501, Haryana, India

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

レッドスポット
Red Spot Paint & Varnish Co., Inc.
1107 East Louisiana St., Evansville, Indiana 47711 U.S.A.

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

フジクラカセイタイランド
Fujikura Kasei (Thailand)  Co., Ltd.
88/69 Asia Industrial Estate Suvarnabhumi(AIES)
Moo 4, Khlongsuan, Bangbo, Samutprakarn 10560 Thailand

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売、建築用塗料・導電性
塗料の販売

フジケム ソネボーン
Fujichem Sonneborn Ltd.
Jaxa Industrial Finishes91-95 Peregrine Road, Hainault, 
Ilford Essex, IG6 3XH England

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

フジクラカセイインドネシア
PT. Fujikura Kasei Indonesia
Kawasan Industri Jatake, Jl. Industri 3, Blok AC No. 6B,
Bunder, Cikupa,  Tangerang, Banten, Indonesia 15710

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

上海藤倉化成塗料有限公司
Shanghai Fujikura Kasei Coating Co., Ltd.
No.177 Yingong Road, Fengxian district, Shanghai 
201417, China

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

フジクラカセイベトナム
Fujikura Kasei Vietnam Co., Ltd.
Workshop G8, Lot No. XN06, Expansion Dai An 
Industrial Zone,
Lai Cach Town, Cam Giang Distr ict ,  Hai Duong 
Province, Vietnam

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

藤倉化成（佛山）塗料有限公司
Fujikura Kasei (Foshan) Coating Co., Ltd.
Room No. E317/318 (Second Region) JiaXin City Plaza, 
Xingshun Road,
Daliang Town, Shunde District, Foshan City,
Guangdong Province, China 528300

【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売

フジクラカセイマレーシア
Fujikura Kasei Malaysia Sdn Bhd
No.2, Jalan Palam 34/18A, Taman Perindustrian Pak 
Chun,
40470 Shah Alam, Selangor Darul Ehsan, Malaysia.
【主な業務】
プラスチック用コーティング材の製造・販売
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グループ会社のCSR

藤倉化成グループの概要
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藤倉化成は従業員を最大のステークホルダーと位置づけています。この考えはグループ各社も一致しており、“人財”である従
業員一人ひとりの成長に向け取り組んでいます。

　働き方に関する制度の充実を図り、従業員への理解・浸透に努めています。
　トップダウンだけでなく、現場からの意見も取り入れた双方向の職場環境の改善活動を行っています。

　グループ各社では従業員の健康配慮や健康状態の把握に向けた取り組みを行っています。

　運用状況を把握して制度改善の必要性有無を確認しています。

　適宜、制度改善の必要性について判断し、対応しています。

■ フジケミ近畿（国内）

■ レッドスポット（米国）

■ フジクラカセイマレーシア

■ フジケミカル（国内）

■ フジケミ東京（国内） ■ フジクラカセイタイランド

■ フジクラカセイインドネシア ■ フジクラカセイマレーシア

■ フジクラカセイコーティング・インディア（インド）

■ 上海藤倉化成塗料（中国）

■ フジケム ソネボーン（英国）
　組織文化の明文化と社内一体感の向上を図るため、方針や社内
ルール、当期目標などを記載した「フジケミ近畿 アイデンティティ・
ブック」を作成し、運用を開始しました。

●雇用機会均等、差別の禁止
　レッドスポットでは雇用機会均等を掲げており、人種や宗教、肌の
色、国籍、性別、年齢、軍事的地位、障害、遺伝情報、市民権のステータ
スによる差別のない職場を目指しています。差別の定義に関しては
全従業員が閲覧できる自社の企業行動規範にて概説しています。

●内部通報・内部告発者に対する報復の禁止
　企業行動規範の違反の疑いを報告した従業員に対する報復やその
他の不利益な扱いを禁止しています。禁止されている報復には、降格、
停職、解雇、公平な雇用勧告の不履行、またはその他の雇用上の利益
の拒否を含みますが、これらに限定されることはありません。

　フジクラカセイマレーシアの労働時間は8時間／日で、目下22名の従業員が働いています。全体として、フジクラカセイマレーシア従業
員は健全なワークライフバランスを維持していると捉えています。
■年間稼働日：247日（1年の68%に該当）
■時間外労働時間：全社363時間、1.38時間／人・月
■有給休暇取得日数：15日／人（有給休暇取得率：73%）
　有給休暇の残日数は最大7日を翌年に繰り越すことができますが、3か月以内に使用する必要があります。

　就業規則の改正として、従業員の安全と環境にやさしい行動を明確にした生産部安全審査弁法（試行版）を制定し、
試行を開始しました。この制定によって、従業員の安全に対する意識が高まります。

●企業行動規範の浸透
　従業員は毎年、企業行動規範に基づくトレーニングを行い、意識
の浸透を図っています。また、内部通報に関しては、「直属の上司と
話す」「人事担当者に報告する」「レッドスポットの倫理担当者に連絡
する」「電話やWebサイトで、機密の第三者報告管理者に苦情を報
告する」といった手段を従業員に明示しています。

●2020年度の実績
　企業行動規範の項目について寄せられた苦情は、2020年度は0
件でした。これは、毎年取締役会で報告されます。

　企業行動規範や採用方針、福利厚生方針を含む方針と手順を継
続的に見直しています。また毎月「ウェルビーイングマガジン」を発
行し、健康・安全・環境に関するメッセージを掲載しています。

　メンタルヘルスに関
しては、ヘイノルト（本
社・研究拠点）とチェス
ターフィールド（製造拠
点）に訓練を受けた4
名のメンタルヘルス救
急対応者を配置してい
ます。

ウェルビーイングマガジン

就業規則

アイデンティティ・ブックを手にするスタッフ

改善前 改善後

　2020年度から、働きやすい職場形成につながる制度や取り組
み、教育活動など各自1案以上の業務改善提案書を提出する活動
を開始しました。
　また、工場では従業員の人権を考慮した制度や取り組み、啓発
活動など、年2回の現場意見聴取会を実施して職場の改善に取り
組んでいます。

　2017年度から健康を考えた食材の安
価提供システムである「OFFICE DE YASAI」
を導入しています。おかずやご飯もののラ
インナップがあり、昼食時や軽食時などに
利用しています。

　日々の自己健康診断として、毎日コップ8
杯の水を飲み、排出する尿の色で水分が足
りているかを確認しています。

　すべての新入社員に対して、雇用時の健康診断を実施していま
す。入社後は、会社の追加保険（人身事故および入院）に加入し
て、万一に備えています。

　毎年、病院のX線モバイルチームを含
むモバイルチェックユーティリティを使
用して自社にて健康診断を実施してい
ます。 

尿の色のチェックシート

　書類の整理整頓に関するルールを設定し、作業効率の向上を
図りました。

働き方に関する制度の策定と浸透1

働き方に関する制度の活用状況把握　3

職場環境の改善活動4

健康管理に関する取り組み5

働き方に関する制度の改定2

OFFICE DE YASAI 自社での健康診断
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安全法令の順守はもちろんのこと、グループ各社は安全の質の向上に向け、さまざまな課題に取り組んでいます。

　生産現場では機械、設備、化学物質を取り扱っており、安全や健康に対する潜在的なリスクがあります。
リスク低減に向けて各社で取り組んでいます。

　設備に関しては、定期的なメンテナンスによる動作確認はもとより、社内パトロールや外部監査などによる
“気づき”への対応も重要です。

　労働安全衛生に関して、マネジメントシステムの構築は活動を進める上での基本です。レッドスポットでは以前よりEHS（環境・健康・安全）
マネジメントシステムを構築・運用しており、毎年その改善を図っています。

　生産現場における手積み作業の負
荷低減と、作業効率改善を目的とし
て、パレタイザーを導入しました。腰
痛発生リスクの軽減に効果を発揮し
ています。

　どのような対策を行っても、リスクを完全に排除することはできません。そのため、従業員の安全意識向上も
重要な活動要素となり、意識向上を目指したさまざまな取り組みを行っています。

　グループ会社の中には、事業を遂行する上でご協力いただいている他事業者様があり、
その方々の安全や健康にも配慮しなければなりません。

　静電気事故対策として、粉体原材料用プラスチック缶を鉄缶
に変更しました。工場の床も導電性処理を行っています。

●公的機関の視察による指摘事項への対応
　天津市緊急局による法律執行検査の結果、内部倉庫に強制排
気装置をするよう指摘を受け、対応しました。

　原材料の仕込みに際して、ドラムリフターを導入し、作業頻度に
よる身体的負担（疲労の蓄積）の軽減を行いました。

EHSマネジメントシステムのPDCAを回し、以下の取り組みを行っています。

検査風景 設置後

●生産設備の安全点検
　定期的に生産設備の点検を行い、安全性を確保しています。

●安全研修会の実施
　19地区へ出張し、体験型の研修会を開
催。2020年度は465名が参加。前年度の
労災事故現場を再現し、参加者がその発生
状況を体験しました。

16.295 mm

●特別教育の実施
　フルハーネス特別教育を実施し67社／
181名が参加。職長特別教育には、19社／
45名が参加しました。

16.295 mm

●熱中症対策支援
　協力会社に熱中症発生時の応急処置
グッズを750個配布しました。

16.295 mm

化学物質に関する講演
スマートフォンによる
安全問題集への取り組み

16.295 mm

安全ポスター

協力会社への安全研修会 協力会社への特別教育

16.295 mm

アラームシステムの点検高速分散機のメンテナンス 防爆壁の工事

特定施設に対する文書化された基準の作成と運用
積極的に意識変革をもたらせるEHS組織の確立
EHS メトリック*データの収集標準化による、
ターゲットと目的(KPI)のサポート　
＊データソースに保存されたデータに対して実行される分析的計算

施設レベルで実行可能なEHSプログラムの標準化
EHS 内部監査プログラムの実施
EHS の取り組みを促進するため「主要な」委員会に参加
地域社会への取り組み拡大の継続 

1

2

3

4

5

6

7

　管理職による巡視活動を毎日実施し、その記録結果を3か月ご
との巡視報告会で伝達しています。また、安全衛生年間計画書に
基づく安全衛生活動や、毎日の作業朝礼時に保護具着用確認を
実施しています。

　塗装現場で従事される協力会社の従業員の安全意識の啓発のため、下記の取り組みを行っています。

　職場での呼吸保護に関する社内研修、危険予知（KY）に関する社
内研修を年4回、HSE（健康・安全・環境）マネジメントシステム監査
の導入に関する社内研修、職場におけるHIV＆AIDSの予防と対策
に関する社内研修、毎月のHSE委員会などを実施しています。

　従業員は安全意識向上のため、特定の訓
練に参加しています。また、化学物質を取り扱
う従業員は、スマートフォンによる安全問題集
に日々取り組んでいます。

　全従業員が参加する安全ポスターと社内安全講習会を実施し
ました。また、政府機関から専門家を招き、化学物質の啓発と予防
に関する話を聴講しました。メトリックの事例

EHSマネジメントシステムへの対応1

設備の安全対応3

安全意識の向上4

協力会社への安全指導5

作業環境の改善2

■ レッドスポット（米国）

■ 藤倉化成塗料（天津）（中国）

■ フジケミカル（国内）

■ フジクラカセイマレーシア

■ フジケミ東京（国内）

■ 上海藤倉化成塗料（中国）

■ フジクラカセイインドネシア

■ フジケミ近畿（国内）

■ 藤倉化成（佛山）塗料（中国）

■ フジクラカセイコーティング・インディア（インド）

導入したパレタイザー 改善前 改善後

改善前 改善後
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環境改善意識の向上1

省エネ・省資源への取り組み2

汚染防止への取り組み3

　環境活動もまた従業員一人ひとりの改善意識が重要です。

　環境改善の結果を“見える化”したシートを作成し
て掲示し、全従業員で共有することで、環境改善意識
の維持・向上に努めています。

　溶剤型塗料工場内の照明器具を従来の蛍光灯と紫外線
防止フィルムからLED照明器具に変えることで、工場内の
明るさを高めながら電力を15%節約しました。また付帯効
果としてランプの修理回数と修理時の転落リスク低減が
得られました。

　環境保護プロジェクトによる電気監視システムの設置工
事を行いました。また、設置した電気監視システムは定期
的に稼働状態の点検を行っています。

　廃液ピットにつながる側溝を定期的に清
掃し、側溝から廃水が外部に流出すること
を防ぎ、また地下への漏えいや浸透の原因
となるコンクリートの亀裂の発生有無を確
認しています。

　VOC処理装置のダクト破損を確認し、修
理しました。

　VOC計測設備の工事を行いました。ま
た、廃棄塗料の漏れ防止用パレットを購入
し、設置しました。

　省エネや省資源に向けグループ各社では自社の規模や可能な範囲でさまざまな取り組みを行っています。

　本社および製造拠点で使用してい
るすべての電力は再生可能エネル
ギー源となりました。どちらのサイト
でも自家発電は行っていませんが、
供給される電力はすべて再生可能エ
ネルギー源（証明書付き）から供給さ
れています。具体的な再生可能エネ
ルギー源は電力会社からは示されて
いませんが、電力の供給安定の観点
から、風力、バイオ、太陽光、水力が
ミックスされたものと考えています。

　地域の環境汚染の防止に向けて取り組んでいます。

●発泡スチロール容器の禁止
　持ち帰り用の発泡スチロール容器は、生分解性が低いため、環境に影響を
与えます。したがって、有害な化学物質による汚染を防止し、環境を保護する
ために工場敷地内での発泡スチロールの使用を禁止しました。また、プラス
チックスプーンなどの削減を促すためカトラリーの提供も行っています。

●有害化学物質の放出レベルのモニタリング
　工場からの有害化学物質の放出レベルを監視するために、毎年、大気排出モニタリングおよび局所排気装置モニタリングを実施して
います。大気排出モニタリングでは、煙突より放出された重金属およびガス状物質を測定し、2014年マレーシア環境品質（クリーンエア）
規制を大幅に下回っていることを確認しました。局所排気装置モニタリングでは、ACGIHおよびUSECHH規制2000への適合と、空気中
の汚染物質が作業エリアから効果的に除去されていることを確認しました。

　クールビズの実施、事務所内での仕事上支障の無い場所の消
灯、トイレ・EVホールの消灯、昼休み時間の消灯など節電への取り
組みを行っています。
　また、営業車両を全車ハイブリッド車に置き換え、二酸化炭素排
出の削減に取り組んでいます。

　節電や節水のポスター
を掲示し、啓発活動を行っ
ています。
　またソフトコピー（電子
化）による紙使用量の削減
活動に取り組んでいます。

　生産量との兼ね合いもあり
ますが、2020年1～12月の
実績では、全電力使用量のうち
45～50%を再生可能エネル
ギー（太陽光）で賄っています。

改善後改善前

稼働状態の点検設置した電気監視システム

カトラリーの提供発泡スチロール容器の禁止

清掃後清掃前 廃棄塗料の漏れ防止用パレットVOC計測設備 破損個所 修理後

改善結果のバロメーター表示 各取り組み項目の目標に対する結果の評価

設置した太陽光パネル

■ レッドスポット（米国）

■ フジケム ソネボーン（英国）

■ 上海藤倉化成塗料（中国）

■ 藤倉化成塗料（天津）（中国）

■ フジクラカセイマレーシア

■ フジケミカル（国内） ■ 藤倉化成塗料（天津）（中国） ■ 藤倉化成（佛山）塗料（中国）

■ フジクラカセイコーティング・インディア（インド）

■ フジケミ東京（国内） ■ フジクラカセイインドネシア

再生可能エネルギー証明書

節電ポスター 節水ポスター
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地球環境の保全は、世界レベルでの重要課題です。グループ各社は、環境改善意識向上や省エネ・省資源への対応など、事
業活動に伴う環境負荷の低減に取り組んでいます。

グループ会社活動報告
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当社グループは化学物質を取り扱う企業群であり、化学物質管理はすべての拠点の従業員や顧客、エンドユーザーの健康・
安全・環境と深く関連する重要な活動となります。
使用する原材料や製品に含有する化学物質情報は藤倉化成などの製品設計部門から提供され、グループ各社はこの情報に
基づく活動を行っています。

グループ各社は藤倉化成と連動した活動以外に、各社においてもコンプライアンスに取り組んでいます。

従業員への化学物質に応じた教育1 従業員へのコンプライアンス教育1

コンプライアンス順守確認・対応2

化学物質課題対応に基づく新製品開発2

　原材料を直接取り扱う従業員が正しい知識を有することが重要と考え、これに対する取り組みを各社で行っています。

　工場では年2回、危険性の高い原材料の取り扱いに対し、SDSを再確認するなどのOJTを実施しています。

　法令、社会規範、慣習、自社のルールの順守に関しては、従業員がその意味を理解し、
意識した活動を行うことが重要となります。

　全社的な取り組みとして管理職へコンプライアンス教育の冊子を配布し、
周知徹底を図っています。

　自社の企業活動に対し、定期的にコンプライアンスの順守状況を確認し、
その結果に応じた適切な行動をとる必要があります。

　関連するすべてのコンプライアンスを継続して
順守していることを確認しています（これには、英国
コーティング協会への年次データの提供も含まれ
ています）。チェスターフィールド（製造拠点）は、
North East Derbyshire County Councilによる
作業環境許可に関する年次検査の対象となってお
り、現在まですべての検査に合格しています。

以下のコンプライアンス順守に係る状況を確認しています。

マレーシア財務報告基準（MFRS）、国際財務報告基準（IFRS）および会社法2016に従って対応しています。

環境省（DOE）のガイドラインに従って対応しており、DOEによって承認された指定業者に処理を委託しています。この処理の記録は毎月
DOEに提出されています。

フジクラカセイマレーシアは労働安全衛生局（DOSH）の登録メンバーであり、化学的健康リスク評価（CHRA）を実施しています。

　化学物質管理はリスクを伴う反面、新製品開発の機会も生じます。

　変化する化学物質規制に対して、コンプライアンスを確保しながら対応を続けてきました。目下の新しい課題は、英国REACHおよびトルコ
REACH規制への対応です。フジケム ソネボーンのR&Dチームは、自社製品をより厳しいEU化学物質安全法に適合させるために取り組み、
自動車内装用の新しい水系塗料システムを開発しました。

化学物質の基礎知識に関する社内研修

　定期的に社内コンプライアン
ス会議を実施し、順守状況の確
認を行っています。
　また2020年度は危険物廃
棄前の一時保管場所を設置す
ることの許可申請を法に従っ
て提出しました。

　管理職および中堅社員を対象とし、不正のない公正な職場環境の確保を
目的としたコンプライアンス研修を2020年度は3回実施しました。

財務諸表

廃棄物処理

化学的健康リスク評価（CHRA）

■ フジケミカル（国内）　
■ フジケミ東京（国内）　

■ フジケム ソネボーン（英国）

■ フジクラカセイマレーシア

■ フジクラカセイインドネシア

■ フジケミカル（国内）　　生産および倉庫エリアでの作業中に発生する可能性のあ
る偶発的な事故に備えて、毎年関係するすべての従業員に
対し、化学物質取り扱い時の緊急事態対応に関するトレーニ
ングを実施しています。この研修は、安全管理責任者による
社内研修であり、社内のあらゆる化学物質について、法律の
意味や危険性の説明を行っています。研修は丸1日行われ、
午前中は座学、午後は現場での訓練となります。

■ フジクラカセイタイランド

　化学物質の基礎知識に関する社内研修（2日間）、およびGHSマーク・ラベルに関す
る社内研修を実施しています。

■ フジクラカセイインドネシア

■ フジケム ソネボーン（英国）

法律に従って設置した
危険物廃棄前の一時保管場所

コンプライアンス会議の
議事録

取り扱い時の緊急事態を想定した訓練化学物質の法律や危険性に関する座学

コンプライアンス研修
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信頼を繋ぐ化学物質管理
グループ会社活動報告

コンプライアンス
グループ会社活動報告
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グループ各社は、経営に影響を及ぼすインシデントに対して被害を最小限に抑えるための取り組みを行っています。
直近の最大課題である新型コロナウイルスに対するグループ各社の対策事例を報告します。

新型コロナウイルス対策1

　時差出勤実施のために週次ミーティング時にすり合わせを行い、在宅勤務のために業務ローテーション表を作成し運用しています。

　時差出勤や在宅勤務を推奨していますが、会社に出勤しなけれ
ばならない場合もあるため、飛沫感染予防対策を実施しました。な
お、パーテーションに用いた素材はともに自社製品です。

前席とのパーテーション隣席とのパーテーション

　ポスター掲示による新型コロナウイルス感染防止啓発活動を行
いました。

石鹸での手洗いの
奨励ポスター

ソーシャルディスタンスとマスクの着用ポスター

勤怠管理を組み込んだ
タッチフリーの温度センサー

　2019年の後半に認識された新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、全世界に感染が拡大し、多くの人命や世界の経済
に多大な影響を及ぼしました。事業継続計画（BCP）にはパンデミックへの対応も記載していましたが、今回の各社の活動事例
は、将来、万一同じようなことが発生した時に対応の参考となります。

　COVID-19タスクフォース会議実施（毎週）による英国政府ガイドライン更新の確認
　接触感染予防のため、勤怠管理システムを指紋認証から勤怠管理を組み込んだタッチ
　フリーの温度センサーに変更
　従業員への必要な保護具の提供
　今回のパンデミックを受けての事業継続計画の見直し

1

2

3

4

■ フジケミ東京（国内）

　リスクが顕在化しても最短時間で事
業を再開するよう努めています。特に従
業員の安否確認は、事業継続計画
（BCP）の取り組みにおける最優先事項
です。またパンデミック対策として予防
対策を継続的に実施しています。通常時
には、従業員にブリーフィングとカウン
セリングを提供し、緊急事態やパンデ
ミックの際に決められた行動計画を実行
します。
　パンデミックに対する具体例として
は、右記の取り組みを実施しています。

　マレーシア政府が作成した接触確認アプリケーションソフト　　
　ウェア（My Sejahtera）と会社のQRコードを用いての追跡調査
　従業員と訪問者の体温測定
　扉の閉まった部屋での会議の制限
　単独での食事の推奨
　日常のイベントに加えて内部イベントのキャンセルまたは延期 
　共有エリアでの定期的な消毒
　すべての職場でのソーシャルディスタンスの確保
　頻繁な手洗いとマスクの着用
　リモートワークの実施
　従業員同士の座席などのソーシャルディスタンスの確保 追跡調査のための

QRコード

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

■ フジクラカセイマレーシア

事務所および事業所内の除菌 隔離スペース

　ベトナムでは、感染者や感染者への接
触者が発生すると、「一次接触者：隔離
施設で21日間の隔離＋3回のPCR検査」
「二次接触者：21日間の自宅隔離＋一次
接触者の3回のPCR検査が“陰性”にな
るまで、自宅で経過観察」と非常に厳し
い対応が求められているため、感染者が
発生すると事業活動に大きな影響を及
ぼします。

　出勤体制を、オフィス、工場のそれぞれを各2班（A班、B班）体制にしました。
　社内において、オフィスメンバーと工場メンバーが接触しないようにしました。
　政府の指導により、会社内全体を除菌し、また隔離スペースを確保しました。

1

2

3

■ フジクラカセイベトナム

啓発のための社内掲示

春節休暇前日にマスクの事前配布
従業員による対策チームの設立

1 クイックレスポンス ...........

各種ルートを通じた物資の調達 
春節休暇前の消毒の実施

2 物資の調達 ......................

要求に応じた常態化防疫措置 
十分な防疫物資の確保

3 常態予防 ..........................

■ 上海藤倉化成塗料（中国）

　天津開発区管理委員会の要求に対応し、従業員の体温検
査や体温計・使い捨て手袋・マスク・アルコール消毒液・イン
スタントラーメン・ビスケット・手洗い液などの緊急物資を準
備しました。

調達した物資 隔離室の設定食事前の体温測定

■ 藤倉化成塗料（天津）（中国）

■ 藤光樹脂（国内）

■ フジケム ソネボーン（英国）

■ フジクラカセイインドネシア
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人為的災害や自然災害の発生に備えたグループ各社の活動事例について報告します。

　業者の指導を受け、消火器を用いた初期消火訓練を工場で実施
しました。

着火の様子訓練前の消火器の取り扱い説明

工場の備蓄品本社の備蓄品

　天津開発区消防大隊の要請を受け、構内に消防線を設置しまし
た。また、消火および避難訓練を実施しました。

消火訓練消防線

　すべての男性従業員と警備員は、政府の消防員の指導のもと、実
際に消防服を着用して、消防ポンプに接続するホースやリールの取
り扱い訓練を行いました。また、タイの法規制である基本的な消火
訓練や避難訓練も毎年行っています。

実際の消防服の着用消防講習

避難訓練消火訓練

　爆発や火災などの人為的災害、地震や洪水などの自然災害が発生した時に、先ずは人員の安全を確保し、その後被害を最小
限に抑える活動を行いますが、これらはその“突然の発生”に備えて、日頃から訓練を行っておく必要があります。

　工場災害発生を想定し、工場敷地内の倉庫以外にも郵船
倉庫を原材料の一時保管場所として利用することとし、運用
を開始しました。

郵船倉庫内

　自社でインシデントが発生するとお客様への製品の供給が滞る事態が発生します。お客様の生産活動に影響を極力及ぼ
さないためにあらゆる取り組みを行っています。

　自然災害等による防災対策とし
て、本社と工場それぞれに非常食の
備蓄を行っています。2020年度か
らは従業員一人につき、3日分の必
要数を確保し、万が一の事態に備え
ています。

　地域全体などの大規模災害が発生すると、混乱を避けるため公共交通機関が停止することがあります。帰宅困難となっ
た従業員や地域住民のための取り組みを行っています。

　10名の従業員による自衛消防隊を組織し、毎週理論学習と実
際の操作訓練を行い、応急処置能力の向上を図っています。

消防訓練 修繕した屋外埋設配管
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インシデント発生時に被害を最小限に抑える訓練や対策2

顧客への供給責任に向けて3

災害発生時に帰宅困難となった従業員の保護4

リスクマネジメント

■ フジケミカル（国内）

■ フジクラカセイタイランド

■ 上海藤倉化成塗料（中国）
　火災時の消火水量を確保するため、屋外埋設配管の修繕を行
いました。

■ 藤倉化成（佛山）塗料（中国）

■ フジクラカセイインドネシア

■ フジケミ近畿（国内）
■ 藤倉化成塗料（天津）（中国）
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グループ各社は、顧客満足度の向上を目指して品質活動に取り組んでいます。

　品質の確保には従業員の資質向上は欠かせない要素です。

　2020年度に工場で新たな力量評価表の
設定を行い、自己評価および管理職評価を
実施し、各員のスキル状況を把握しました。
　今後、この結果をもとに検査体制の見直
しや検査技能の向上教育を行い、品質の確
保につなげていきます。

　実際の製品における活動事例となります。

　製品を梱包する段ボールの見栄えが良くないと運送時に粗暴な取り扱いを受け
て損傷する場合があります。それを受け取ったお客様に不快な思いをさせてしまう
こともあり、これも品質上の課題でしたので、梱包素材の見直しを行いました。

　品質管理の強化に向け、新たにB型粘度計を
購入し、使用方法のトレーニングを実施しました。

■ フジケム ソネボーン（英国） ■ フジクラカセイインドネシア
　顧客の要求を効果的に満たし、市場での信頼を
得るためにIATF16949 :2016の基盤を利用し
てプロセスを改善し、品質マネジメントシステムを
強化しています。コアスキルトレーニングプログラ
ムを実施するとともに、認定内部監査員になるた
めの従業員のトレーニングも実施しています。ト
レーニングと内部監査スキルを強化することで、
プロセスをより適切に管理できるようにします。

　グループ各社では地域の状況に鑑みてさまざまな寄付活動に自主的に取り組んでいます。

●内部監査　2020年5月19日～20日にISO9001:2015に準拠した
内部監査を実施しました。内部監査には、内部監査員と各部門のすべて
のキーパーソンが被監査者として参加しました。監査の目的は、システ
ムへの適合、システムの有効性をチェックし、改善事項を見つけることで
す。 軽度の指摘とそれに応じた改善の実施で目的が達成されました。
●更新審査　2020年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、
2020年6月5日にリモートで、同8月10日に実地で審査が行われまし
た。結果は不適合と推奨事項はありませんでした。これにより認証が維
持されました。

　従業員の賃金パケットからの直接寄付や社内での募金活
動により、右記の3つの慈善事業団体への寄付活動を行いま
した。

　フジクラカセイインドネシアでは児童養護施設へ寄付を行
いました。

　ハンド消毒液をすべての従業員のみならずロケーション内の他
の事業者、顧客に配布しました。　品質向上教育として19地区に

出向き、施工不良事例紹介の研
修会を開催し631名が受講しまし
た。また、施工品質向上を目的と
した動画配信チャンネル「藤・塗・
フジちゃんねる」を開設しました。

品質研修会

改善後

新規導入のB型粘度計

改善前

■8月に子供たちが学校に戻れるように515個の紙マスク、285個の布マスク、100個の安全
　ストラップを寄付しました。
■Chemo Buddies（がん治療を受けている方に希望を提供するという意図で設立された団
体）への寄付品の収集と配布を行いました。これらは、｢サンシャインバック｣（ティッシュ、ハン
ドサニタイザー、リップクリーム、パズル本、ローション、たくさんのキャンディー）として患者
に配布しています。

■United Way drive（子供の発達に取り組む団体）に76名の従業員が総額23,499.23ドルを寄
　付しました。
■クリスマス・エンジェル・プログラムの一環として、困っている家族を支援するために、従業員
　から寄付を募り、クリスマスプレゼント、掃除用品、アドベント（食品）ボックスを3家族および4
　名の子供に提供しました。

児童養護施設の子供たちと訪問したスタッフ 近隣住民や事業者にハンド消毒液を配布配布したハンド消毒液

クリスマス・エンジェル・プログラム

■Barnardos：英国で最も弱い立場にある子供たちを保護、支援、育成
　することを目的に設立された団体
■Dove Hospice：末期症状の患者のケアを行う団体
■Ashgate Hospice：末期症状の患者のケアを行う団体

　レッドスポットは毎年従業員の投票に
より、推薦された候補の中から取り組む
活動を決定しています。2020年度は右
記の活動に取り組みました。

■ レッドスポット（米国）

■ フジケム ソネボーン（英国）

■ フジクラカセイインドネシア ■ フジクラカセイマレーシア

がん治療を受けている方に希望を提供する
という意図で設立された団体

子供の発達に取り組む団体 

　最終製品である塗膜の特性は、塗料と塗装により発現さ
れます。このため、塗装いただく協力会社に対する教育は品
質を確保する上で重要な活動となります。

　品質などのマネジメントシステムの認証を取得している
グループ各社では、維持と向上を目指し、定期的に認証機関
からの審査や内部監査を実施しています。
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地域の皆様との共存共栄を目指し、グループ各社はさまざまな地域貢献活動に取り組んでいます。
2020年度はコロナ禍の影響があり、寄付活動が主体となりました。

グループ会社のCSR

地域社会への貢献

グループ会社のCSR

お客様の目線に立った製品作り

従業員の資質向上1 寄付活動1

品質改善事例2

協力会社への品質教育3

■ フジケミカル（国内）

■ フジクラカセイコーティング・インディア（インド）

■ フジケミ東京（国内）

認証システムへの対応4

■ フジクラカセイマレーシア
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コ
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ト・ガ
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ナ
ン
ス
/
会
社
情
報投資分野では｢ESG｣のくくりがありますが、当社はE（環境）とS（社会性）は同列であり、G（ガバナンス：企業統治）はEとSの活動

を遂行する上での基盤であると捉えています。当社は全社員が社会との共存共栄、持続可能な成長を目指して一体となった
活動に取り組むため、より強固なガバナンス体制の構築を進めていきます。

コーポレート・ガバナンス/会社情報

コーポレート・ガバナンス

　当社ではコーポレート・ガバナンスを経営上の重要課題のひとつ
として捉え、経営の効率化・意思決定の迅速化、経営監視機能を充
実させるための各種施策に取り組んでいます。 

　また、「内部統制システム基本方針」に則り、企業価値の向上に向
け効率性と統制バランスを取りつつ、当社に相応しい内部統制の構
築を目指しています。 

当社コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

取締役一覧

取締役社長

常務取締役

常務取締役

取締役

取締役

取締役

取締役

社外取締役
社外取締役
取締役監査等委員
社外取締役監査等委員
社外取締役監査等委員

加藤　大輔
役職 氏名 担当

渡邉　博明

梶原　久

髙野　雅広

渡邉　聡

川口　浩俊

栗原　進

田中　治
長浜　洋一
下田　善三
中　　光好
渡邊　孝

鷲宮事業所長、化成品事業部長、
メディカル材料部、品質保証部、CSR

塗料事業部長、
関連会社(塗料事業三販社)

佐野事業所長、環境安全部、
輸出管理室

電子材料事業部長、
関連会社（合成樹脂）

コーティング事業部長、
関連会社(海外)

管理本部長、監査室、
関連会社(国内)

　当社はコーポレート・ガバナンスの実効性をさらに高め、中長期
的な企業価値の向上を図ることを目的として、2019年6月27日の
株主総会での決議にて、監査役会設置会社から監査等委員会設置
会社へ移行しました。 
（1）取締役会 
　取締役会は７名の取締役、２名の社外取締役および３名の取締役
監査等委員で構成されています。意思決定機関である取締役会お
よび常務会は、会社全体の経営課題について討議、審議、決定をし
ています。
　また、取締役および各部門長で構成される事業幹部会議が毎月
定期的に開催され、事業運営の効果的な展開を推進しています。 
（2）監査等委員会 
　当社は会社法に基づき、監査等委員によって構成される監査等
委員会を設置しています。監査等委員会は、３名で構成されており、
そのうち２名が、社外取締役です。

　創業当初からの塗料と樹脂材料に加え、新たに体外診
断薬関連製品が加わり、藤倉化成の事業領域は一段と広
がりを見せています。
　コーティング事業はプラスチック素材に対するコーティ
ング材を主力製品とし、自動車部品や家電製品、化粧品容
器、農業資材、ホビー用品など、幅広い分野を対象として
います。 
　塗料事業は住宅外壁用塗料を中心に、戸建住宅の新築
物件から塗り替え（リフォーム）工事まで、外壁塗料を一貫
して手掛けています。 
　電子材料事業は「ドータイト®」ブランドのもと、ペースト
や接着剤、シールドなどさまざまなタイプの導電性樹脂
材料を電気・電子機器分野に提供しています。 
　化成品事業は樹脂材料を扱う事業で、粘着剤やトナー用
樹脂をはじめ、成形材料、ステーショナリー材料、電子部品
材料、メディカル材料など多くの市場に参入しています。
　合成樹脂事業は当社子会社が担い、合成樹脂原材料や
加工製品の販売をしています。

企業統治の体制の概要および当該体制を採用する理由 

　2022年4月4日、東京証券取引所が運営する株式市場は、プライム市場・スタンダード市場・グロース市場の3つの新しい市場区分
に生まれ変わります。プライム市場は、グローバルな投資家との建設的な対話を中心に据えた企業向けの市場、スタンダード市場は、
公開された市場における投資対象として十分な流動性とガバナンス水準を備えた企業向けの市場、そして、グロース市場は、高い成
長可能性を有する企業向けの市場で、それぞれに基準が設定されます。
　今後はより一層のガバナンス体制の強化が求められることから、当社におきましても、2021年6月の株主総会から議決権行使プ
ラットフォームや、インターネットによる議決権行使制度を導入しました。
　当社は、引き続きガバナンス体制の充実に努めてまいります。

東京証券取引所市場区分変更に伴うコーポレートガバナンス・コードへの対応

●東京証券取引所市場区分変更およびコーポレートガバナンス・コード改訂のスケジュール
2021年春：
2021年9月～12月末：
2022年4月4日：

改訂コーポレートガバナンス・コード公表
各企業の市場選択申請書と改訂コーポレート・ガバナンス報告書の提出
新市場へ移行
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藤倉化成 会社情報

■ 経常利益推移

■ 事業別売上高構成（連結） ■ 地域別売上高構成（連結）
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お問い合せ CSR推進室
TEL. 0480-57-1155　FAX. 0480-57-1157
https://www.fkkasei.co.jp/
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藤倉化成株式会社　CSR推進委員会

【本社事務所】
〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル
営業部門　TEL. 03-3436-1100　FAX. 03-3436-5416
管理部門　TEL. 03-3436-1101　FAX. 03-3431-6097

【鷲宮事業所 開発研究所】
〒340-0203
埼玉県久喜市桜田5-13-1
TEL. 0480-57-1155　FAX. 0480-57-1160

【久喜物流センター】
〒349-1125
埼玉県久喜市高柳1205
TEL. 0480-48-5421　FAX. 0480-55-0101

【佐野事業所】
〒327-0816
栃木県佐野市栄町12-1
事業所 TEL. 0283-23-1881　FAX. 0283-24-7560
配送センター TEL. 0283-21-0680　FAX. 0283-21-0651

【名古屋営業所】
〒476-0002
愛知県東海市名和町三番割中3
TEL. 052-601-0551　FAX. 052-604-1325

　
藤倉化成グループ
〈  国内  〉

▲ フジケミ東京株式会社 
▲ フジケミ近畿株式会社 

▲ フジケミカル株式会社 

▲ 藤光樹脂株式会社 
〈  海外  〉

▲ レッドスポット 

▲ フジケム ソネボーン 

▲ 藤倉化成塗料（天津）有限公司 

▲ 藤倉化成（佛山）塗料有限公司 

▲ 上海藤倉化成塗料有限公司 

▲ フジクラカセイタイランド 

▲ フジクラカセイインドネシア 

▲ フジクラカセイマレーシア 

▲ フジクラカセイベトナム 

▲ フジクラカセイコーティング・インディア


